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9
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日
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8
日（
金
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水
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木
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れ
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に
よ

り
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下
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長
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○
○
課
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し
ま
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火
）・２０
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金
）・30
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月
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の
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で
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。
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３
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介
護
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険
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３
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
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第
３
期
）

納
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１０
月
２
日

（
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）で
す

今
回
の
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日
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税
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9
月
の
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日

10
月
の
支
払
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告
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人口
　男
　女
世帯

（　19）
（　11）
（　 8）
（　 1）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,702人
3,811人
3,891人
3,335世帯

転入  5人/  出生 0人
転出  17人/  死亡 7人

（8月1日現在）

（7月中）

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

大 澤　君　男

工 藤　みさお

下 山　は　 る

園 部　照　夫

柳 澤　芳　則

小板橋　恒　雄

（勝　子）

（　満　）

（喜　雄）

（誠　貴）

（ま　 す）

（はる子）

大東

下青倉

小川

矢川

矢川

下町

7月届出分〈敬称略・順不同〉

下仁田こんにゃく夏祭り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P２～P３
青少年健全育成大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P４～P５
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P８
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P１６

下仁田こんにゃく夏祭り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P２～P３
青少年健全育成大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P４～P５
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P８
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P１６

８月１４日、恒例の夏祭りが開催されました。
今年は「にゃくっち」原作者の原嶋友美さんに
感謝状が贈られました。

８月１４日、恒例の夏祭りが開催されました。
今年は「にゃくっち」原作者の原嶋友美さんに
感謝状が贈られました。 下仁田町下仁田町

地区
ご結婚おめでとうございます

瀬 間　喜 之　　（大　東）
齊 藤　実 里　　（藤岡市）

氏名

｛
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人と町を結ぶ情報紙

２０１７年　９月　No７３7

有料広告募集中有料広告募集中

Shimonita
Pride in

下仁田こんにゃく夏祭り

Shimonita
Pride in

下仁田こんにゃく夏祭り

イベント
情報
イベント
情報

フィットネスジムフィットネスジム

スポーツクラブ・スエットスポーツクラブ・スエット
定休日　毎週月曜日　下仁田町下小坂560　代表　佐藤和弘定休日　毎週月曜日　下仁田町下小坂560　代表　佐藤和弘

0274-82-50050274-82-5005

会員募集会員募集

バイブレーションテーブル２０１７
　音楽を中心としたステージイベントや美味しいフェ
ス飯が勢ぞろいの楽しいイベントです。来場には、こん
にゃく体験道場からのシャトルバスをご利用ください。
●日時　９月９日（土）１０時～１６時３０分
●会場　ほたる山公園・下仁田駅周辺

※健康づくり体力づくりのジム※健康づくり体力づくりのジム※健康づくり体力づくりのジム※健康づくり体力づくりのジム1か月3,000円コースより1か月3,000円コースより
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団体等

下仁田地区

馬山地区

小坂地区

青倉地区

西牧地区

町　外

南牧村

協賛金を戴いた団体、企業等（順不同・敬称略）

花火店紹介

　この度は、８月１４日開催の花火打ち上げに対し、
地区法人会員の皆様を中心に多くの企業、事業
所、商店をはじめ一般町民の皆様から多額の協賛
金を賜り、衷心より感謝し厚く御礼を申し上げます。
　以下、ご芳名（事業所名等）をご報告させていた
だき、御礼のご挨拶に代えさせていただきます。

夏祭り花火協賛金に
対する御礼

下仁田こんにゃく夏祭り実行委員会

(一社)富岡法人会
下 仁 田 金 融 会
下仁田建築業組合
下仁田町森林組合
JA甘楽富岡農協下仁田支所
群馬県蒟蒻原料商工業協同組合
下仁田蒟蒻工業協同組合
建 成 会
大同生命保険㈱群馬支社
ぐ ん ま 共 済
下仁田町更生保護女性会
下仁田飲食店組合
下仁田町農業委員会
下仁田町区長会
下仁田酒類小売業組合
町商工会職員一同
町商工会青年部有志一同
町役場職員有志一同

㈱小林新次郎商店
㈲マルイ洋品店
㈲ 下 仁 田 館
大 井 田 薬 局 ㈱
㈲ 総 本 家 紙 屋
㈱ 荻 野 商 店
ヨシザワ洋品店
中 江 米 穀 店
安 兵 衛
㈲ た か は し
里 見 文 林 堂
㈲鈴木電機商会
生 沢 商 店
神戸工業不動産
山 田 新 聞 店
イワイオートサービス
つ く し

なかい観光バス㈱
㈲ 鈴 木 製 材 所
㈲鈴木銃砲火薬店
茂 木 時 計 店
土 屋 製 作 所
㈲ゑびすや米穀店
㈲ 小 沢 新 聞 店
㈲ 鍋 　 屋
㈲ 日 昇 軒
㈲カネミ・さいとう
㈱ ま る へ い
㈱ 常 盤 館
㈲ ま る や
金 子 酒 店
近田輪店（近田ホンダ)
飯 塚 時 計 店
茶 茶
樋 口 写 真 館
堀 口 精 肉 店
布 屋
東 陽 軒
エ イ ト
速 洗 舎
ヘアーサロンサトウ
木 暮 接 骨 院
㈲ 成 和 自 動 車
㈲ 森 川 酒 店
㈲花のたかはし
医療法人　清隆会 佐藤病院
下 仁 田 林 業 ㈱
㈲ 矢 嶋 石 材
㈲ 本 　 　 多
㈱開成エンジニアリング
㈲ ライフエイド
㈱ マ ル モ ト
㈲ 下 　 　 協
畳とインテリアあるが

スナックぶぉるが
ウッドショップ関口
寝 具 の 大 島
小須田総合保険事務所
セブンイレブン下仁田店
スティールクラフトWIN
㈱林吉太郎商店
下 仁 田 倉 庫 ㈱
ス ナ ッ ク Ｏ Ｂ
佐藤モータース
㈲コバヤシ薬局
カシワヤ薬局㈲
㈲桜井電気商会
㈲ 新 彦 商 店
福 田 屋
㈱ 小 山 商 店
㈲永井自動車整備工場 
諸 星 建 設 ㈱
㈲ 佐 藤 鉄 工 所
㈲尚美堂印刷所
㈲石井自動車整備工場
千 野 新 建 材
上 原 建 設 ㈱
㈱ ウ エ ハ ラ
㈱神戸万吉商店
西 毛 建 設 ㈱
㈱ ヤ マ キ
㈲武井自動車整備工場
㈲土谷電気商会
㈲小林帯鋸加工所
㈲今井水道ガス工事店
㈲ 市 川 石 材
村 木 建 設 ㈱
㈲ 鈴 木 運 輸
㈲今井鉄建設備
㈲下仁田温泉清流荘
㈲小井土デンキ設備

㈲ 石 井ライフ工 業
国 際 警 備 保 障 ㈱
神 戸 住 建
妙 義 書 房
き よ し や 食 堂
㈲ 大 野 製 作 所
伴野クリーニング店
彰栄自動車整備工場
神戸自動車整備工場
荒 船 太 鼓
金 井 久 行

白 山 製 材 ㈱
㈲ 清 水 工 業
㈲ 神 戸 造 園
㈲ 下 仁 田 納 豆
㈲ カ ネ タ ケ
ま や ま ド ラ イ
セブンイレブン下仁田インター店
岩 崎 木 工
㈱ エ ス テ ッ ク
㈲ 下 南 興 業 社
㈲ 北 村 商 事
神 戸 土 木 ㈱
㈲ 中 山 金 属 工 業
㈱ 岩 井 工 建
㈱ サ マ タ 機 工
㈲産業開発しもにた
㈲ 中 澤 製 作 所
東武興業㈱下仁田カントリ－クラブ
㈲ 岡 野 製 材 所
㈲ 坂 口 建 設
㈲ ケ イ ハ ウ ス
小 金 澤 龍 司

茂 木 食 品 工 業 ㈱
下仁田こんにゃく観光センター㈱

㈲マルサ下仁田蒟蒻
㈱丸高食品商会
㈱ 斎 藤 食 品
㈲ 思 恋 路
㈲ 永 井 製 作 所
㈱ Ｋ Ｆ Ｅ
㈲下仁田しいたけ
シ ラ タ カ 建 設
萩 原 建 設 ㈱
相 川 産 業 ㈱
㈲ 佐 藤 製 作 所
㈲ 大 宮 製 材 所
日興製作所 ㈱ 下仁田工場
林自動車整備工場
神 戸 建 設 ㈱
㈲しもにた聖 苑
永 井 印 刷 ㈱
㈲ エ コトピ ア
㈲ 神 戸 オ ート
マ ル サ ン 木 材
㈱ 下 仁 田 物 産

㈱ 神 津 牧 場
㈱ 山 　 昭
㈲荒船環境興業
㈱オギノケアサービス
デザイン工業㈲
㈲ラーメンショップ
小 井 土 製 材 ㈱
㈲かぶら電子工業
㈲ 小 井 土 建 設
㈱ 小 井 土 蒟 蒻

㈲ 黒 沢 組
白石工業 ㈱ 白艶華工場
㈲アスモ・エフ・シー
清 水 通 信 工 業

幸 樹 園
赤 岩 自 動 車
㈲ニュー日本閣
三和化成工業㈱
小金澤下仁田蒟蒻㈱
㈱ フ ク ダ
㈲ 赤 岩 製 作 所
ヤマカコーポレーション
篠崎運輸倉庫㈱群馬営業所

淺 川 商 事 ㈱
㈱田村靖一商店
㈱磯貝晃三商店
国 土 建 設 ㈱
㈱ イ シ コ ー

㈱利根設計事務所
神 戸 悠 輝

黄綬褒章受章
厚生労働大臣表彰受賞
㈲菊屋小幡花火店

財

▲一社）富岡法人会下仁田地区会
　の皆様から多大なご寄付

▼商工会青年部の
　皆様から多大なご寄付

合
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今年は協賛品として、下仁田物産様より
「こんにゃくゼリー」をいただきました。
お祭り当日に配布して、多くの来場者に
喜んでいただきました。

今年は協賛品として、下仁田物産様より
「こんにゃくゼリー」をいただきました。
お祭り当日に配布して、多くの来場者に
喜んでいただきました。

下仁田こんにゃく夏祭り下仁田こんにゃく夏祭り
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㈲ 石 井ライフ工 業
国 際 警 備 保 障 ㈱
神 戸 住 建
妙 義 書 房
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㈲ 大 野 製 作 所
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▲一社）富岡法人会下仁田地区会
　の皆様から多大なご寄付

▼商工会青年部の
　皆様から多大なご寄付

合

広
報しもにた

今年は協賛品として、下仁田物産様より
「こんにゃくゼリー」をいただきました。
お祭り当日に配布して、多くの来場者に
喜んでいただきました。

今年は協賛品として、下仁田物産様より
「こんにゃくゼリー」をいただきました。
お祭り当日に配布して、多くの来場者に
喜んでいただきました。

下仁田こんにゃく夏祭り下仁田こんにゃく夏祭り



下仁田町青少年健全育成表彰　受賞者（敬称略）下仁田町青少年健全育成表彰　受賞者（敬称略）

「少年の日」「家庭の日」普及啓発作品コンクール　入賞者（敬称略）（◎最優秀賞）「少年の日」「家庭の日」普及啓発作品コンクール　入賞者（敬称略）（◎最優秀賞）

区分　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　受賞の理由

区分　　　　　　　　氏名　　　　　

神宮　　浬

神戸　光葉

髙田　紅音
受賞団体なし

田貝　雪政

柳澤　　博

神戸　康全

瀧上　英明

神戸　　真

馬山空武会
　古矢　和夫
下仁田自然学校
　校長　真野　勝友

平成28年度、群馬県児童生徒木工工作コンクールで表彰された。
平成28年度、群馬県ごみの散乱防止と3Rを進めるポスターコンクール
で、最優秀賞を受賞した。
平成28年度、甘楽富岡地区英語弁論大会で優勝し、県大会に出場した。

平成14年から平成17年までの3年間、下仁田町青少年育成推進員連絡
協議会長を務めた。青少推として平成7年から平成17年までの9年間活
動し、青少年育成に尽力した。
平成17年から平成20年までの3年間、下仁田町青少年育成推進員連絡
協議会長を務めた。青少推として平成14年から平成20年までの6年間
活動し、青少年育成に尽力した。
平成8年、小坂地区の子どもたちを集めドッヂボールチームを結成し監督
を務める。以後、青少年の健全育成に寄与するとともに町の社会教育の
振興に務めている。
平成20年4月より青少年育成推進員となり3期9年間の任期替えだが、
今回の役員改選でも引き続き継続していただき、更なる活躍が期待で
きる。
平成20年4月より青少年育成推進員となり3期9年間の任期替えだが、
今回の役員改選でも引き続き継続していただき、更なる活躍が期待で
きる。
空手道の稽古を通して、青少年の健全育成に寄与するとともに、町の社会
教育の振興に務めている。
下仁田町及びその周辺地域の豊かな自然を活かして、子どもたちと自然
観察・探検などを行い、青少年の健全育成に長年携わっている。

◎神林　　隼
　土谷　佳夢
　佐藤　孝紀
　佐俣　敦貴
　神戸　もも
◎青木　愛佳
　永井　　杏
　中澤あやめ
　岩田　瑞生
　神宮　由佳
◎佐藤　恵瑠
　岩松　優歌
◎松原　明音
　岡田　采弓

（6年）
（5年）
（6年）
（3年）
（4年）
（3年）
（3年）
（3年）
（3年）
（3年）
（1年）
（1年）
（3年）
（2年）

食卓は　家族で囲む　宝物
向き合って　心をつなぐ　会話から
かくさずに　きょうのできごと　はなしあう
絵もじより　直接見たい　あなたの笑顔
決めようよ　スマホの時間と　家庭のルール
あいさつは　心を開く　メッセージ
ありがとう　言葉でちゃんと　伝えよう
スマホより　家族の会話　大切に
文字よりも　気持ち伝える　音や声
スマホより　家族との時間を　大切に
いっしょはうれしいな
お母さんといっしょにこれから朝ごはんを食べるところです
家族みんなで楽しく会話などをしている所
一緒に料理

5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

青少年健全育成大会青少年健全育成大会

下高ダンス部 青少年賞 育成功労賞

下中･下高美術部作品 ｢少年の日｣｢家庭の日｣
コンクール

少年の主張発表

中学生

中学生

小学生

個　人

団　体

個　人

団　体

青
少
年
賞

青

少

年

健

全

育

成

功

労

賞

小学生

標　語

ポスター

広
報しもにた

　
こ
の
大
会
は
、
町
民
の
青
少
年
健
全
育

成
に
対
す
る
一
層
の
意
識
の
高
揚
と
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
町
民

総
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
を
推

進
す
る
た
め
の
大
会
で
す
。

　
第
１
部
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
、
下
仁
田
高
校
の
ダ
ン
ス
部
が
飾
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
観
客
を
楽
し
ま
せ
、
下
仁
田
高
校
と
町

と
の
連
携
、
生
徒
た
ち
へ
の
活
躍
す
る
場

の
提
供
、
ま
た
生
徒
の
活
動
の
場
を
地
域

へ
と
発
信
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
２
部
式
典
の
主
旨
は
、
「
活
躍
す
る

青
少
年
や
育
成
す
る
大
人
た
ち
を
表
彰

し
、
そ
の
姿
を
広
く
町
民
に
周
知
・
賞
賛

を
お
願
い
す
る
た
め
「
下
仁
田
町
青
少
年

健
全
育
成
表
彰
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
で
受
賞
者
紹
介
）

　
続
い
て
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集

し
た
「
少
年
の
日
」
「
家
庭
の
日
」
普
及

啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
（
次
ペ
ー

ジ
で
紹
介
）
へ
の
表
彰
を
行
い
、
ま
た
少

年
の
主
張
下
仁
田
町
大
会
で
最
優
秀
と

な
っ
た
下
中
３
年 

板
垣
咲
良
さ
ん
に
発

表
を
し
て
い
た
だ
き
、
青
少
年
の
思
い
を

伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
司
会
進
行
を
下
仁
田
高
校
の
生

徒
が
行
い
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
立
派

に
果
た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
入
場
者
の
皆
様
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
小
、
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
の
日

頃
の
活
動
に
感
動
し
た
。
標
語
、
ポ
ス

タ
ー
、
少
年
の
主
張
な
ど
、
き
ち
ん
と
し

た
自
分
の
考
え
や
日
頃
の
感
じ
を
言
葉
や

絵
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
ど
も
も

こ
れ
か
ら
の
皆
様
の
活
動
を
手
助
け
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
」
「
青
少
年
の
活
動
及

び
行
動
が
少
し
理
解
で
き
た
。
」
「
少
年

の
主
張
の
発
表
も
落
ち
着
い
て
い
て
す
ば

ら
し
か
っ
た
。
」
「
下
高
ダ
ン
ス
部
の
発

表
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
」
「
高
校
生
の

司
会
が
良
か
っ
た
。
下
高
生
の
ダ
ン
ス
、

絵
な
ど
活
躍
の
様
子
を
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
く
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
」

　
ま
た
来
年
は
更
に
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
第
3
回
下
仁
田
町
青
少
年
健
全
育
成
大
会
」

7
月
22
日
（
土
）
を
開
催

作品
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た
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を
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が
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そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
立
派

に
果
た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
入
場
者
の
皆
様
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
小
、
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
の
日

頃
の
活
動
に
感
動
し
た
。
標
語
、
ポ
ス

タ
ー
、
少
年
の
主
張
な
ど
、
き
ち
ん
と
し

た
自
分
の
考
え
や
日
頃
の
感
じ
を
言
葉
や

絵
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
ど
も
も

こ
れ
か
ら
の
皆
様
の
活
動
を
手
助
け
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
」
「
青
少
年
の
活
動
及

び
行
動
が
少
し
理
解
で
き
た
。
」
「
少
年

の
主
張
の
発
表
も
落
ち
着
い
て
い
て
す
ば

ら
し
か
っ
た
。
」
「
下
高
ダ
ン
ス
部
の
発

表
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
」
「
高
校
生
の

司
会
が
良
か
っ
た
。
下
高
生
の
ダ
ン
ス
、

絵
な
ど
活
躍
の
様
子
を
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
く
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
」

　
ま
た
来
年
は
更
に
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
第
3
回
下
仁
田
町
青
少
年
健
全
育
成
大
会
」

7
月
22
日
（
土
）
を
開
催

作品
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屋
外
広
告
物
は
、
広
報
、
宣
伝
活
動
の

ひ
と
つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
ま
ち
を
活
気
づ
け
る
手
段
に
も
な
り

ま
す
が
、
同
時
に
景
観
の
一
部
を
形
成
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
し
い
ま
ち
な
み
と

の
調
和
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
屋
外
広
告
物
と
は
　
常
時
又
は
一
定
の

期
間
継
続
し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
す
る

看
板
、
立
て
看
板
、
は
り
紙
、
は
り
札
、

広
告
塔
、
広
告
板
、
壁
面
広
告
な
ど
を
い

い
ま
す
。

●
許
可
申
請
　
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

場
合
は
、
下
仁
田
町
屋
外
広
告
物
条
例
に

よ
り
、
許
可
が
必
要
で
す
の
で
、
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
許
可
基
準
　
屋
外
広
告
物
の
種
類
ご
と

に
表
示
面
積
、
設
置
場
所
な
ど
、
許
可
基

準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
許
可
基
準
に

適
合
し
な
い
も
の
は
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
許
可
期
間
　
屋
外
広
告
物
の
種
類
ご
と

に
許
可
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
許

可
期
間
満
了
後
も
引
き
続
き
表
示
を
希
望

す
る
場
合
は
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
禁
止
広
告
物
　
著
し
く
破
損
し
、
又
は

老
朽
化
し
た
も
の
、
信
号
機
、
道
路
標
識

又
は
道
路
工
事
用
標
識
な
ど
に
類
似
し
、

又
は
こ
れ
ら
の
効
果
を
妨
げ
る
お
そ
れ
の

あ
る
も
の
な
ど
は
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
禁
止
物
件
　
橋
り
ょ
う
、
ト
ン
ネ
ル
、

石
垣
、
擁
壁
、
街
路
樹
、
信
号
機
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
は
、

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
電
柱
、
街
灯
柱
に
は
、
は

り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、
広
告
旗
を
表

示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
禁
止
地
域
　
禁
止
地
域
に
は
、
原
則
と

し
て
屋
外
広
告
物
を
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
適
用
除
外
　
自
ら
の
事
業
所
等
に
店
名

な
ど
を
表
示
す
る
自
家
広
告
物
に
つ
い
て

は
、
禁
止
地
域
で
合
計
10
㎡
以
下
、
許
可

地
域
で
合
計
15
㎡
以
下
の
必
要
最
小
限
の

広
告
物
で
あ
れ
ば
許
可
を
受
け
ず
に
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
事
前
相
談
　
禁
止
地
域
内
に
お
い
て
自

家
広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
は
、
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
書
　
屋
外
広
告
物
の
表
示
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
許
可
申
請

書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
建
設
ガ
ス
水

道
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
許
可
申
請

書
の
様
式
は
種
類
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
許
可
申
請

書
に
添
付
す
る
関
係
書
類
は
、
設
置
場
所

を
表
示
す
る
位
置
図
、
面
積
・
形
状
を
明

ら
か
に
し
た
図
面
な
ど
で
す
。

●
許
可
手
数
料
　
許
可
申
請
を
す
る
場
合

に
は
、
種
類
や
面
積
に
応
じ
た
許
可
手
数

料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
建
設
ガ
ス
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
建
設
ガ
ス
水
道
課
・

管
理
係
　
☎
64―

８
８
０
７
（
直
通
）

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　
地
区
等
推
薦
、
団
体
推
薦
に
よ
り
下
仁

田
町
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。
農
業
関
係
者
の
代
表
と
し
て
密
接

に
連
携
し
、
農
地
を
守
り
、
地
域
農
業
の

発
展
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

●
任
期
　
平
成
29
年
７
月
20
日
〜
平
成
32

年
７
月
19
日

●
農
業
委
員
会
委
員
と
は
？

　
農
地
の
売
買
・
賃
借
等
の
許
可
、
農
地

転
用
案
件
へ
の
意
見
具
申
、
遊
休
農
地
の

調
査
・
指
導
な
ど
を
中
心
に
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
は
？

　
担
当
地
域
の
農
地
利
用
最
適
化
の
た

め
、
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農
地
の
貸
し

借
り
に
関
す
る
情
報
収
集
、
あ
っ
せ
ん
等

現
場
活
動
を
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
農
業
委
員
会
で
は
、
随
時
「
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業
委

員
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
業
係

☎
64―

８
８
０
６
（
直
通
）

下
仁
田
町
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

　
９
月
19
日
（
火
）
か
ら
小
中
学
校
の
登

下
校
に
合
わ
せ
、
午
後
４
時
以
降
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
間
（
平
日
）
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

　
各
路
線
と
も
に
主
に
午
後
の
下
り
便
が

変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
午
後
４
時
以
降

に
利
用
さ
れ
る
一
般
の
方
は
、
時
刻
表
を

よ
く
ご
覧
の
上
、
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

１
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※

２
　
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
へ
は
学
校

か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

●
変
更
期
間
　
秋
冬
期

９
月
19
日
（
火
）
〜
10
月
13
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
教
育
課
　
学
校
教
育

係
　
☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス
　
地
域
創
生
課
　
地
域

創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理
　
上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

下
仁
田
営
業
所
　
☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所
　
　
☎
82―

５
０
３
８

９
月
19
日
か
ら
登
下
校
に
合
わ
せ
て
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
時
刻
が
変
更
に
な
り
ま
す

　
11
月
11
日
（
土
）
今
年
度
２
回
目
の
出

会
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
！
昨

年
度
ご
好
評
い
た
だ
い
た
ガ
ッ
コ
ン
を
今

年
度
も
開
催
し
ま
す
！
懐
か
し
い
環
境
で

素
敵
な
出
会
い
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
対
象
者
　
20
〜
40
歳
代
の
独
身
男
女
各

15
名

●
お
申
込
期
間
　
９
月
19
日
（
火
）
〜
10

月
20
日
（
金
）
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
）

●
参
加
費
　
男
女
と
も
に
３
、
０
０
０
円

●
お
申
し
込
み
方
法

出
会
い
交
流Facebook

ま
た
は
下
記
問

い
合
わ
せ
先
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
福
祉
保
険
課
福
祉
係

☎
０
２
７
４―

64―

８
８
０
３

出
会
い
交
流
の
場
づ
く
り
事
業
開
催

ガ
ッ
コ
ン
〜
学
校
×
婚
活
〜

　
平
成
29
年
４
月
よ
り
、
公
益
財
団
法
人

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
組
織
委
員
会
が
主
催
す
る
「
都

市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
使
用
済
み
の
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
抽
出
さ

れ
る
金
属
を
用
い
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
０
大
会
の
入
賞
メ
ダ
ル
を
製
作
す

る
も
の
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
町
で
も
下
記
の
場
所

に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
の

で
、
不
要
な
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
あ
り
ま
し
た
ら
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
、
町
保
健
環
境
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
物
　
使
用
済
み
の
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
本
体
（
デ
ー
タ
を
消
し

て
か
ら
お
出
し
く
だ
さ
い
。
）

●
回
収
期
間
　
平
成
29
年
９
月
１
日
〜
平

成
31
年
３
月
31
日

●
回
収
箱
設
置
場
所

下
仁
田
町
役
場

下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
保
健
環
境
課

環
境
係
　
☎
０
２
７
４―

82―

５
４
９
０

●
日
時
　
９
月
27
日
（
水
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
役
場
町
民
ホ
ー
ル
（
玄
関
ロ
ビ
ー
）

現
在
、
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課

保
健
推
進
係
　
☎
82
―
５
４
９
０

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
ル

製
作
の
ご
協
力
を
！

佐藤　一夫
掛川　秀行
山田　圭一
今井　敏治
佐藤 幸太郎
上原　博
佐藤　正夫
並木　勇治
小井 圡久雄
岩﨑　正棋

※中立委員とは、農業者以外の者で、中立な立場で公正な判断をすることができる者

氏　名
◎佐俣　修一
○今井　均
　田村　智束
　園部　隆
　新井　清司
　大井 まり子
　庭屋　厚司
　大澤　善正
◎は、農業委員会長
○は、会長職務代理者

氏　名
■農地利用最適化推進委員 ■農業委員会委員

馬山地区
小坂地区
下仁田地区
西牧地区
青倉地区
中立委員
農協推薦

土地改良区推薦

推薦地区等
下仁田地区
馬山地区
〃
　〃　
小坂地区
〃

西牧地区
〃
〃

青倉地区

地区等

回収ボックス回収ボックス

献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
９
月
は
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
で
す
」

行政情報行政情報

広
報しもにた

群馬
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屋
外
広
告
物
は
、
広
報
、
宣
伝
活
動
の

ひ
と
つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
ま
ち
を
活
気
づ
け
る
手
段
に
も
な
り

ま
す
が
、
同
時
に
景
観
の
一
部
を
形
成
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
し
い
ま
ち
な
み
と

の
調
和
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
屋
外
広
告
物
と
は
　
常
時
又
は
一
定
の

期
間
継
続
し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
す
る

看
板
、
立
て
看
板
、
は
り
紙
、
は
り
札
、

広
告
塔
、
広
告
板
、
壁
面
広
告
な
ど
を
い

い
ま
す
。

●
許
可
申
請
　
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

場
合
は
、
下
仁
田
町
屋
外
広
告
物
条
例
に

よ
り
、
許
可
が
必
要
で
す
の
で
、
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
許
可
基
準
　
屋
外
広
告
物
の
種
類
ご
と

に
表
示
面
積
、
設
置
場
所
な
ど
、
許
可
基

準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
許
可
基
準
に

適
合
し
な
い
も
の
は
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
許
可
期
間
　
屋
外
広
告
物
の
種
類
ご
と

に
許
可
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
許

可
期
間
満
了
後
も
引
き
続
き
表
示
を
希
望

す
る
場
合
は
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
禁
止
広
告
物
　
著
し
く
破
損
し
、
又
は

老
朽
化
し
た
も
の
、
信
号
機
、
道
路
標
識

又
は
道
路
工
事
用
標
識
な
ど
に
類
似
し
、

又
は
こ
れ
ら
の
効
果
を
妨
げ
る
お
そ
れ
の

あ
る
も
の
な
ど
は
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
禁
止
物
件
　
橋
り
ょ
う
、
ト
ン
ネ
ル
、

石
垣
、
擁
壁
、
街
路
樹
、
信
号
機
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
は
、

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
電
柱
、
街
灯
柱
に
は
、
は

り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、
広
告
旗
を
表

示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
禁
止
地
域
　
禁
止
地
域
に
は
、
原
則
と

し
て
屋
外
広
告
物
を
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

●
適
用
除
外
　
自
ら
の
事
業
所
等
に
店
名

な
ど
を
表
示
す
る
自
家
広
告
物
に
つ
い
て

は
、
禁
止
地
域
で
合
計
10
㎡
以
下
、
許
可

地
域
で
合
計
15
㎡
以
下
の
必
要
最
小
限
の

広
告
物
で
あ
れ
ば
許
可
を
受
け
ず
に
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
事
前
相
談
　
禁
止
地
域
内
に
お
い
て
自

家
広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
は
、
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
書
　
屋
外
広
告
物
の
表
示
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
許
可
申
請

書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
建
設
ガ
ス
水

道
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
許
可
申
請

書
の
様
式
は
種
類
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
許
可
申
請

書
に
添
付
す
る
関
係
書
類
は
、
設
置
場
所

を
表
示
す
る
位
置
図
、
面
積
・
形
状
を
明

ら
か
に
し
た
図
面
な
ど
で
す
。

●
許
可
手
数
料
　
許
可
申
請
を
す
る
場
合

に
は
、
種
類
や
面
積
に
応
じ
た
許
可
手
数

料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
建
設
ガ
ス
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
建
設
ガ
ス
水
道
課
・

管
理
係
　
☎
64―

８
８
０
７
（
直
通
）

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　
地
区
等
推
薦
、
団
体
推
薦
に
よ
り
下
仁

田
町
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。
農
業
関
係
者
の
代
表
と
し
て
密
接

に
連
携
し
、
農
地
を
守
り
、
地
域
農
業
の

発
展
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

●
任
期
　
平
成
29
年
７
月
20
日
〜
平
成
32

年
７
月
19
日

●
農
業
委
員
会
委
員
と
は
？

　
農
地
の
売
買
・
賃
借
等
の
許
可
、
農
地

転
用
案
件
へ
の
意
見
具
申
、
遊
休
農
地
の

調
査
・
指
導
な
ど
を
中
心
に
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
は
？

　
担
当
地
域
の
農
地
利
用
最
適
化
の
た

め
、
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農
地
の
貸
し

借
り
に
関
す
る
情
報
収
集
、
あ
っ
せ
ん
等

現
場
活
動
を
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
農
業
委
員
会
で
は
、
随
時
「
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業
委

員
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
業
係

☎
64―

８
８
０
６
（
直
通
）

下
仁
田
町
農
業
委
員
会
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

　
９
月
19
日
（
火
）
か
ら
小
中
学
校
の
登

下
校
に
合
わ
せ
、
午
後
４
時
以
降
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
間
（
平
日
）
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

　
各
路
線
と
も
に
主
に
午
後
の
下
り
便
が

変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
午
後
４
時
以
降

に
利
用
さ
れ
る
一
般
の
方
は
、
時
刻
表
を

よ
く
ご
覧
の
上
、
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

１
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※

２
　
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
へ
は
学
校

か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

●
変
更
期
間
　
秋
冬
期

９
月
19
日
（
火
）
〜
10
月
13
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
教
育
課
　
学
校
教
育

係
　
☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス
　
地
域
創
生
課
　
地
域

創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理
　
上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

下
仁
田
営
業
所
　
☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所
　
　
☎
82―

５
０
３
８

９
月
19
日
か
ら
登
下
校
に
合
わ
せ
て
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
時
刻
が
変
更
に
な
り
ま
す

　
11
月
11
日
（
土
）
今
年
度
２
回
目
の
出

会
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
！
昨

年
度
ご
好
評
い
た
だ
い
た
ガ
ッ
コ
ン
を
今

年
度
も
開
催
し
ま
す
！
懐
か
し
い
環
境
で

素
敵
な
出
会
い
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
対
象
者
　
20
〜
40
歳
代
の
独
身
男
女
各

15
名

●
お
申
込
期
間
　
９
月
19
日
（
火
）
〜
10

月
20
日
（
金
）
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
）

●
参
加
費
　
男
女
と
も
に
３
、
０
０
０
円

●
お
申
し
込
み
方
法

出
会
い
交
流Facebook

ま
た
は
下
記
問

い
合
わ
せ
先
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
福
祉
保
険
課
福
祉
係

☎
０
２
７
４―

64―

８
８
０
３

出
会
い
交
流
の
場
づ
く
り
事
業
開
催

ガ
ッ
コ
ン
〜
学
校
×
婚
活
〜

　
平
成
29
年
４
月
よ
り
、
公
益
財
団
法
人

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
組
織
委
員
会
が
主
催
す
る
「
都

市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
使
用
済
み
の
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
抽
出
さ

れ
る
金
属
を
用
い
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
０
大
会
の
入
賞
メ
ダ
ル
を
製
作
す

る
も
の
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
町
で
も
下
記
の
場
所

に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
の

で
、
不
要
な
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
あ
り
ま
し
た
ら
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
、
町
保
健
環
境
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
物
　
使
用
済
み
の
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
本
体
（
デ
ー
タ
を
消
し

て
か
ら
お
出
し
く
だ
さ
い
。
）

●
回
収
期
間
　
平
成
29
年
９
月
１
日
〜
平

成
31
年
３
月
31
日

●
回
収
箱
設
置
場
所

下
仁
田
町
役
場

下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
保
健
環
境
課

環
境
係
　
☎
０
２
７
４―

82―

５
４
９
０

●
日
時
　
９
月
27
日
（
水
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
役
場
町
民
ホ
ー
ル
（
玄
関
ロ
ビ
ー
）

現
在
、
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課

保
健
推
進
係
　
☎
82
―
５
４
９
０

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
ル

製
作
の
ご
協
力
を
！

佐藤　一夫
掛川　秀行
山田　圭一
今井　敏治
佐藤 幸太郎
上原　博
佐藤　正夫
並木　勇治
小井 圡久雄
岩﨑　正棋

※中立委員とは、農業者以外の者で、中立な立場で公正な判断をすることができる者

氏　名
◎佐俣　修一
○今井　均
　田村　智束
　園部　隆
　新井　清司
　大井 まり子
　庭屋　厚司
　大澤　善正
◎は、農業委員会長
○は、会長職務代理者

氏　名
■農地利用最適化推進委員 ■農業委員会委員

馬山地区
小坂地区
下仁田地区
西牧地区
青倉地区
中立委員
農協推薦

土地改良区推薦

推薦地区等
下仁田地区
馬山地区
〃
　〃　
小坂地区
〃

西牧地区
〃
〃

青倉地区

地区等

回収ボックス回収ボックス

献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
９
月
は
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
で
す
」

行政情報行政情報

広
報しもにた

群馬
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町
の
話
題

町
の
話
題

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN
TOPICS

TOWN　TOPICS

　
郷
土
下
仁
田
の
地
域
素
材
を
活
用
し
た

特
色
あ
る
学
習
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
郷

土
に
親
し
み
郷
土
を
愛
し
郷
土
に
誇
り
を

も
て
る
児
童
・
生
徒
の
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
小
・
中
学
校
で
は
「
下
仁
田

学
習
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
7
月
18
日
（
火
）
、
土
屋
長
一
郎
さ
ん

（
馬
山
）
の
指
導
の
下
、
小
学
４
年
生
が

下
仁
田
ね
ぎ
の
植
え
替
え
を
体
験
し
ま
し

た
。
土
屋
さ
ん
か
ら
は
、
ね
ぎ
の
表
裏
の

事
や
植
え
替
え
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　

　
小
学
生
に
と
っ
て
初
め
て
の
植
え
替
え

で
、
み
ん
な
夢
中
で
作
業
に
取
り
組
み
、

と
て
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

冬
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

小
学
生
下
仁
田
ね
ぎ
植
え
替
え
体
験

　
第
47
回
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
６

月
25
日
（
日
）
、
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
14
チ
ー
ム
（
一
般
５
・
中
学
生

７
・
高
校
生
２
）
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
富
岡
市
妙
義
町
出
身
、
今
年
の
6
月
ま

で
東
京
で
広
告
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
7
月
よ
り
、
「
高
齢
者
の
集
い
の
場
・

生
き
が
い
の
場
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
活
動
の
一
環
と
し
て
、
7
/

20
（
木
）
に
矢
川
区
、
7
/
26
（
水
）
に

市
野
萱
区
に
て
交
友
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
地
区
も
皆
様
笑
顔
で
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
り
、
手
作
り
の
お
菓
子
や
野

菜
等
を
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
し
て
、
非
常

に
あ
た
た
か
な
地
域
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
皆
様
と
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、

新
た
な
「
生
き
が
い
の
場
」
を
つ
く
る
お

手
伝
い
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
伊
藤
彩
香
で
す
。

い
と
う

あ
や
か

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
状

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
下
仁
田
中
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
は
、
九
州
北

部
豪
雨
災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
す

る
義
援
金
活
動
を
実
施
し
、
皆
様
か
ら
の

暖
か
い
義
援
金
を
教
育
長
に
渡
し
ま
し

た
。

　
荻
野
武
司
氏
は
、
当
町
議
会
議
員
と
し

て
昭
和
62
年
９
月
の
初
当
選
以
来
、
平
成

19
年
９
月
ま
で
の
間
、
連
続
５
期
20
年
の

長
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
当
町
の
生
活

環
境
の
基
盤
整
備
、
教
育
・
福
祉
の
向
上

等
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
議
員

と
し
て
の
地
方
自
治
に
対
す
る
功
績
が
認

め
ら
れ
、
天
皇
陛
下
か
ら
旭
日
単
光
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
18
日
町
長
よ
り

勲
記
と
勲
章
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
地
方
自
治
に
貢
献
さ
れ
た
荻
野
武
司
氏

（
南
野
牧
･
88
歳
）
に
旭
日
単
光
章
』

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
よ
く
み
よ
う
　
車
の
あ

と
に
ま
た
く
る
ま
」

　
７
月
11
日
（
火
）
警
察
や
交
通
安
全
協

会
の
ほ
か
、
交
通
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
で

「
道
の
駅
し
も
に
た
」
を
会
場
に
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た

７
月
11
日
〜
20
日

夏
の
交
通
安
全
運
動
実
施

広
報しもにた

　
7
月
14
日
　
大
塚
吉
彦
（
小
坂
地
区
）

さ
ん
に
、
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
本

部
長
及
び
高
崎
地
域
事
務
所
長
立
会
い
の

も
と
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
（
任
期
：
2
年
間
）

　
今
後
と
も
担
当
広
報
官
と
連
絡
を
取
り

な
が
ら
、
自
身
の
自
衛
官
と
し
て
の
豊
富

な
経
験
を
活
か
し
て
、
入
隊
希
望
者
へ
の

積
極
的
な
情
報
提
供
に
務
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
自
衛
官
に
な
る
こ
と
に
興
味
の
あ

る
方
、
希
望
さ
れ
る
方
は
気
軽
に
大
塚
さ

ん
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
大
字
下
小
坂

1
3
4
9
　
☎
82―

４
１
８
６
　

※
役
場
閉
庁
日
以
外
は
、
役
場
総
務
課
に

連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
相
談
員
へ
お

繋
ぎ
で
き
ま
す
。
☎
82―

２
１
１
０
（
総

務
課
直
通
）

義
援
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今井祐希

平柳太陽

臼田永遠

高橋歩夢

荻野昌之

高橋　結

神戸富行

市川清太郎

優　勝

一般の部

（敬称略）

準優勝

（吉井高校）

（下仁田中学校）

（下仁田クラブ）

（下仁田クラブ）

第３位

【矢川区】
紙芝居やマジックショーで盛り上がりました。

【市野萱区】
七夕の短冊に願いを込め、飾りました。

町の話題町の話題
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町
の
話
題

町
の
話
題

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN
TOPICS

TOWN　TOPICS

　
郷
土
下
仁
田
の
地
域
素
材
を
活
用
し
た

特
色
あ
る
学
習
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
郷

土
に
親
し
み
郷
土
を
愛
し
郷
土
に
誇
り
を

も
て
る
児
童
・
生
徒
の
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
小
・
中
学
校
で
は
「
下
仁
田

学
習
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
7
月
18
日
（
火
）
、
土
屋
長
一
郎
さ
ん

（
馬
山
）
の
指
導
の
下
、
小
学
４
年
生
が

下
仁
田
ね
ぎ
の
植
え
替
え
を
体
験
し
ま
し

た
。
土
屋
さ
ん
か
ら
は
、
ね
ぎ
の
表
裏
の

事
や
植
え
替
え
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　

　
小
学
生
に
と
っ
て
初
め
て
の
植
え
替
え

で
、
み
ん
な
夢
中
で
作
業
に
取
り
組
み
、

と
て
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

冬
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

小
学
生
下
仁
田
ね
ぎ
植
え
替
え
体
験

　
第
47
回
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
６

月
25
日
（
日
）
、
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
14
チ
ー
ム
（
一
般
５
・
中
学
生

７
・
高
校
生
２
）
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
富
岡
市
妙
義
町
出
身
、
今
年
の
6
月
ま

で
東
京
で
広
告
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
7
月
よ
り
、
「
高
齢
者
の
集
い
の
場
・

生
き
が
い
の
場
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
活
動
の
一
環
と
し
て
、
7
/

20
（
木
）
に
矢
川
区
、
7
/
26
（
水
）
に

市
野
萱
区
に
て
交
友
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
地
区
も
皆
様
笑
顔
で
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
り
、
手
作
り
の
お
菓
子
や
野

菜
等
を
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
し
て
、
非
常

に
あ
た
た
か
な
地
域
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
皆
様
と
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、

新
た
な
「
生
き
が
い
の
場
」
を
つ
く
る
お

手
伝
い
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
伊
藤
彩
香
で
す
。

い
と
う

あ
や
か

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
状

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
下
仁
田
中
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
は
、
九
州
北

部
豪
雨
災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
す

る
義
援
金
活
動
を
実
施
し
、
皆
様
か
ら
の

暖
か
い
義
援
金
を
教
育
長
に
渡
し
ま
し

た
。

　
荻
野
武
司
氏
は
、
当
町
議
会
議
員
と
し

て
昭
和
62
年
９
月
の
初
当
選
以
来
、
平
成

19
年
９
月
ま
で
の
間
、
連
続
５
期
20
年
の

長
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
当
町
の
生
活

環
境
の
基
盤
整
備
、
教
育
・
福
祉
の
向
上

等
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
議
員

と
し
て
の
地
方
自
治
に
対
す
る
功
績
が
認

め
ら
れ
、
天
皇
陛
下
か
ら
旭
日
単
光
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
18
日
町
長
よ
り

勲
記
と
勲
章
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
地
方
自
治
に
貢
献
さ
れ
た
荻
野
武
司
氏

（
南
野
牧
･
88
歳
）
に
旭
日
単
光
章
』

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
よ
く
み
よ
う
　
車
の
あ

と
に
ま
た
く
る
ま
」

　
７
月
11
日
（
火
）
警
察
や
交
通
安
全
協

会
の
ほ
か
、
交
通
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
で

「
道
の
駅
し
も
に
た
」
を
会
場
に
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た

７
月
11
日
〜
20
日

夏
の
交
通
安
全
運
動
実
施

広
報しもにた

　
7
月
14
日
　
大
塚
吉
彦
（
小
坂
地
区
）

さ
ん
に
、
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
本

部
長
及
び
高
崎
地
域
事
務
所
長
立
会
い
の

も
と
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
（
任
期
：
2
年
間
）

　
今
後
と
も
担
当
広
報
官
と
連
絡
を
取
り

な
が
ら
、
自
身
の
自
衛
官
と
し
て
の
豊
富

な
経
験
を
活
か
し
て
、
入
隊
希
望
者
へ
の

積
極
的
な
情
報
提
供
に
務
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
自
衛
官
に
な
る
こ
と
に
興
味
の
あ

る
方
、
希
望
さ
れ
る
方
は
気
軽
に
大
塚
さ

ん
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
大
字
下
小
坂

1
3
4
9
　
☎
82―

４
１
８
６
　

※
役
場
閉
庁
日
以
外
は
、
役
場
総
務
課
に

連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
相
談
員
へ
お

繋
ぎ
で
き
ま
す
。
☎
82―

２
１
１
０
（
総

務
課
直
通
）

義
援
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今井祐希

平柳太陽

臼田永遠

高橋歩夢

荻野昌之

高橋　結

神戸富行

市川清太郎

優　勝

一般の部

（敬称略）

準優勝

（吉井高校）

（下仁田中学校）

（下仁田クラブ）

（下仁田クラブ）

第３位

【矢川区】
紙芝居やマジックショーで盛り上がりました。

【市野萱区】
七夕の短冊に願いを込め、飾りました。

町の話題町の話題
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
企
画
展
「
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
の
海
と
マ
グ
マ
の
誕
生
―
四
ッ

又
山
、
1
億
年
前
の
姿
―
」
を
開
催
し
ま

す
。
四
ッ
又
山
の
登
山
ル
ー
ト
の
中
に
あ

る
ジ
オ
の
見
ど
こ
ろ
を
展
示
し
ま
す
。

●
会
　期
　
平
成
29
年
10
月
1
日
〜

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

●
入
場
料
　
大
人
２
０
０
円
　
子
ど
も
１

０
０
円
（
自
然
史
館
入
館
料
）

※
町
内
の
方
は
無
料
で
ご
見
学
い
た
だ
け

ま
す
。

　
7
月
5
日
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
米
田
理
事
長
（
糸
魚
川
市
長
）
ら

が
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
に
来
訪
し
ま
し

た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者
と
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
や
ジ
オ
ツ
ア
ー
を
見
て
い
た
だ
き
、
今

後
の
ジ
オ
パ
ー
ク
運
営
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
再
認
定
審

査
を
目
前
に
控
え
、
準
備
を
進
め
て
い
く

上
で
も
と
て
も
貴
重
な
意
見
を
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
に
は
石
灰
鉱
山
が
あ
り
、
そ

こ
で
と
れ
た
石
灰
岩
を
石
灰
に
し
て
い
た

の
が
白
石
工
業
で
す
。
か
つ
て
、
下
仁
田

で
で
き
る
石
灰
は
と
て
も
品
質
が
良
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
石
灰
岩
が
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
製
品
に
な
る
過

程
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
こ
の
工
場
で
働
い

て
い
た
方
の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
日
　時
　
平
成
29
年
9
月
24
日
（
日
）

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
集
　合
　
下
仁
田
町
自
然
史
館

●
申
し
込
み
方
法
　
9
月
15
日
（
金
）
ま

で
に
下
仁
田
町
自
然
史
館
（
☎
70
―
３
０

７
０
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
注
意
事
項
　
・
下
仁
田
町
自
然
史
館
か

ら
工
場
ま
で
お
よ
そ
2
㎞
（
片
道
）
を
歩

き
ま
す
。
歩
き
や
す
い
靴
、
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ジ
オ
の
日
清
掃
活
動
　
９
月
は
町
の
玄

関
口
“
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近
”
で

す
!
!

　
町
に
来
て
く
だ
さ
る
方
々
を
、
気
持
ち

よ
く
お
迎
え
で
き
る
よ
う
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
　時
　
９
月
20
日
（
水
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
　合
　
イ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近

●
持
ち
物
　
軍
手
、
作
業
し
や
す
い
服
装

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度
の

ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

企
画
展
を
開
催
し
ま
す

企
画
展
を
開
催
し
ま
す

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
下
仁
田
訪
問

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
下
仁
田
訪
問

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

お
知
ら
せ

下
仁
田
自
然
学
校
鉱
山

研
究
会
主
催・白
石
工
業（
株
）

白
艶
華
工
場
見
学

下
仁
田
自
然
学
校
鉱
山

研
究
会
主
催・白
石
工
業（
株
）

白
艶
華
工
場
見
学

行
事
報
告

行
事
予
定

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
戦
後
72
年
が
経
過
す
る
。
こ
の
時
代

の
記
憶
が
あ
る
人
は
80
才
前
後
の
高
齢

者
で
あ
る
。
当
時
の
記
録
を
後
世
に
伝

え
お
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
８
月
30

日
〜
９
月
１
日
に
ゲ
リ
ラ
台
風
（
キ

テ
ィ
台
風
）
が
群
馬
県
下
に
大
き
な
被

害
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
台
風
で
中
小

坂
の
安
導
寺
橋
を
中
心
と
し
て
約
50
〜

60
ｍ
に
渡
っ
て
下
図
の
よ
う
に
道
路
が

決
壊
し
た
。

　
戦
後
ま
だ
食
料
・
衣
料
困
難
な
時
代

で
生
活
の
安
定
も
見
な
い
時
代
で
あ
っ

た
。
道
路
の
開
通
は
何
と
し
て
も
緊
急

に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
大
事

が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
自
動

車
も
ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
、
木
炭
車
が

や
っ
と
走
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
頃
で

も
あ
っ
た
。
工
事
に
必
要
な
土
木
用
具

も
不
足
し
、
購
入
し
た
く
て
も
商
店
に

は
品
物
は
皆
無
の
状
況
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
ん
な
時
、
村
行
政
と
住
民
と
の
話

合
い
に
よ
っ
て
、
道
路
の
復
旧
を
見
る

ま
で
１
戸
１
人
づ
づ
村
民
が
毎
日
交
代

で
奉
仕
作
業
を
実
施
し
た
。
当
然
日
当

も
な
く
、
自
分
弁
当
で
の
作
業
で
あ
っ

た
。
男
手
の
な
い
家
庭
は
主
婦
や
子
供

ま
で
が
作
業
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

　
土
砂
は
川
原
等
か
ら
運
び
あ
げ
、
全

て
が
手
作
業
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
経
験

を
し
た
人
も
段
々
と
い
な
く
な
っ
て
来

て
い
る
。
ど
の
位
の
日
数
で
完
成
を
み

た
の
か
記
憶
に
な
い
が
、
相
当
の
日
数

を
要
し
た
事
は
確
か
で
あ
る
。
た
ま
た

ま
、
こ
の
年
の
４
月
に
教
員
と
し
て
採

用
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
母
や
弟
が
作

業
に
参
加
し
て
い
た
。
心
苦
し
く
も
学

校
を
休
む
訳
に
も
行
か
な
か
っ
た
こ
と

が
い
ま
も
悔
や
ま
れ
て
い
る
。
多
分
日

曜
日
に
１
日
作
業
に
出
た
記
憶
し
か

残
っ
て
い
な
い
。
完
成
を
見
た
時
の
住

民
の
喜
び
は
特
別
で
あ
っ
た
。
喜
び
よ

り
も
こ
れ
で
作
業
が
終
了
し
た
事
の
方

が
嬉
し
か
っ
た
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
何

故
道
路
が
決
壊
し
た
の
か
議
論
す
る
事

よ
り
も
、
１
日
も
早
く
復
旧
作
業
を
ど

う
す
る
か
の
か
が
先
決
事
項
で
あ
っ

た
。
　
ど
こ
か
に
こ
の
記
録
が
残
っ
て

い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
私
な
り

に
今
に
な
り
あ
の
大
き
な
災
害
が
な
ぜ

発
生
し
た
の
か
考
察
を
し
て
み
た
。

●
戦
時
中
は
、
薪
炭
が
軍
事
用
と
し
て

供
出
さ
せ
ら
れ
統
制
物
資
で
、
自
分
の

所
有
の
森
林
は
あ
っ
て
も
、
勝
手
に
切

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
時
代
だ
っ

た
。
森
林
の
多
く
は
伐
採
に
よ
っ
て
裸

山
と
な
り
、
雨
が
降
る
と
す
ぐ
に
川
が

増
水
し
た
。
し
た
が
っ
て
台
風
等
の
時

は
大
量
の
水
が
流
れ
だ
し
て
被
害
を
大

き
く
し
た
の
で
あ
る
。

●
安
導
寺
の
場
合
は
、
安
導
寺
橋
の
上

流
か
ら
大
量
の
水
が
川
に
流
れ
込
ん

だ
。

●
そ
れ
と
、
川
が
大
増
水
し
て
、
橋
の

た
も
と
で
両
方
の
流
れ
が
作
用
し
て

逢
っ
て
、
決
壊
の
糸
口
と
な
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

●
決
壊
箇
所
は
、
橋
を
中
心
に
左
右
に

広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
９
月
１
日
は
防
災
の
日
、
町

で
は
防
災
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布
し
た
。

互
い
に
自
分
た
ち
の
地
域
の
安
全
を
確

か
め
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
大
雨
が

降
っ
た
場
合
、
町
内
で
最
も
心
配
な
箇

所
は
、
矢
川
橋
周
辺
で
は
な
い
だ
ろ
う

安
導
寺
の

道
路
決
壊

里
見
哲
夫

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り
第
25
号

広
報しもにた

か
。
前
回
も
橋
が
流
失
し
て
い
る
。
今

回
の
九
州
地
方
の
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を

参
考
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

〈図〉

民　家

鏑　川

決壊箇所 道　路

民　家安導寺橋
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
で
企
画
展
「
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
の
海
と
マ
グ
マ
の
誕
生
―
四
ッ

又
山
、
1
億
年
前
の
姿
―
」
を
開
催
し
ま

す
。
四
ッ
又
山
の
登
山
ル
ー
ト
の
中
に
あ

る
ジ
オ
の
見
ど
こ
ろ
を
展
示
し
ま
す
。

●
会
　期
　
平
成
29
年
10
月
1
日
〜

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

●
入
場
料
　
大
人
２
０
０
円
　
子
ど
も
１

０
０
円
（
自
然
史
館
入
館
料
）

※
町
内
の
方
は
無
料
で
ご
見
学
い
た
だ
け

ま
す
。

　
7
月
5
日
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
米
田
理
事
長
（
糸
魚
川
市
長
）
ら

が
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
に
来
訪
し
ま
し

た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者
と
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
や
ジ
オ
ツ
ア
ー
を
見
て
い
た
だ
き
、
今

後
の
ジ
オ
パ
ー
ク
運
営
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
再
認
定
審

査
を
目
前
に
控
え
、
準
備
を
進
め
て
い
く

上
で
も
と
て
も
貴
重
な
意
見
を
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
に
は
石
灰
鉱
山
が
あ
り
、
そ

こ
で
と
れ
た
石
灰
岩
を
石
灰
に
し
て
い
た

の
が
白
石
工
業
で
す
。
か
つ
て
、
下
仁
田

で
で
き
る
石
灰
は
と
て
も
品
質
が
良
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
石
灰
岩
が
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
製
品
に
な
る
過

程
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
こ
の
工
場
で
働
い

て
い
た
方
の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
日
　時
　
平
成
29
年
9
月
24
日
（
日
）

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
集
　合
　
下
仁
田
町
自
然
史
館

●
申
し
込
み
方
法
　
9
月
15
日
（
金
）
ま

で
に
下
仁
田
町
自
然
史
館
（
☎
70
―
３
０

７
０
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
注
意
事
項
　
・
下
仁
田
町
自
然
史
館
か

ら
工
場
ま
で
お
よ
そ
2
㎞
（
片
道
）
を
歩

き
ま
す
。
歩
き
や
す
い
靴
、
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ジ
オ
の
日
清
掃
活
動
　
９
月
は
町
の
玄

関
口
“
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近
”
で

す
!
!

　
町
に
来
て
く
だ
さ
る
方
々
を
、
気
持
ち

よ
く
お
迎
え
で
き
る
よ
う
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
　時
　
９
月
20
日
（
水
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
　合
　
イ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近

●
持
ち
物
　
軍
手
、
作
業
し
や
す
い
服
装

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度
の

ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

企
画
展
を
開
催
し
ま
す

企
画
展
を
開
催
し
ま
す

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
下
仁
田
訪
問

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
下
仁
田
訪
問

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

お
知
ら
せ

下
仁
田
自
然
学
校
鉱
山

研
究
会
主
催・白
石
工
業（
株
）

白
艶
華
工
場
見
学

下
仁
田
自
然
学
校
鉱
山

研
究
会
主
催・白
石
工
業（
株
）

白
艶
華
工
場
見
学

行
事
報
告

行
事
予
定

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田

応
援
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
戦
後
72
年
が
経
過
す
る
。
こ
の
時
代

の
記
憶
が
あ
る
人
は
80
才
前
後
の
高
齢

者
で
あ
る
。
当
時
の
記
録
を
後
世
に
伝

え
お
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
８
月
30

日
〜
９
月
１
日
に
ゲ
リ
ラ
台
風
（
キ

テ
ィ
台
風
）
が
群
馬
県
下
に
大
き
な
被

害
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
台
風
で
中
小

坂
の
安
導
寺
橋
を
中
心
と
し
て
約
50
〜

60
ｍ
に
渡
っ
て
下
図
の
よ
う
に
道
路
が

決
壊
し
た
。

　
戦
後
ま
だ
食
料
・
衣
料
困
難
な
時
代

で
生
活
の
安
定
も
見
な
い
時
代
で
あ
っ

た
。
道
路
の
開
通
は
何
と
し
て
も
緊
急

に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
大
事

が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
自
動

車
も
ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
、
木
炭
車
が

や
っ
と
走
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
頃
で

も
あ
っ
た
。
工
事
に
必
要
な
土
木
用
具

も
不
足
し
、
購
入
し
た
く
て
も
商
店
に

は
品
物
は
皆
無
の
状
況
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
ん
な
時
、
村
行
政
と
住
民
と
の
話

合
い
に
よ
っ
て
、
道
路
の
復
旧
を
見
る

ま
で
１
戸
１
人
づ
づ
村
民
が
毎
日
交
代

で
奉
仕
作
業
を
実
施
し
た
。
当
然
日
当

も
な
く
、
自
分
弁
当
で
の
作
業
で
あ
っ

た
。
男
手
の
な
い
家
庭
は
主
婦
や
子
供

ま
で
が
作
業
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

　
土
砂
は
川
原
等
か
ら
運
び
あ
げ
、
全

て
が
手
作
業
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
経
験

を
し
た
人
も
段
々
と
い
な
く
な
っ
て
来

て
い
る
。
ど
の
位
の
日
数
で
完
成
を
み

た
の
か
記
憶
に
な
い
が
、
相
当
の
日
数

を
要
し
た
事
は
確
か
で
あ
る
。
た
ま
た

ま
、
こ
の
年
の
４
月
に
教
員
と
し
て
採

用
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
母
や
弟
が
作

業
に
参
加
し
て
い
た
。
心
苦
し
く
も
学

校
を
休
む
訳
に
も
行
か
な
か
っ
た
こ
と

が
い
ま
も
悔
や
ま
れ
て
い
る
。
多
分
日

曜
日
に
１
日
作
業
に
出
た
記
憶
し
か

残
っ
て
い
な
い
。
完
成
を
見
た
時
の
住

民
の
喜
び
は
特
別
で
あ
っ
た
。
喜
び
よ

り
も
こ
れ
で
作
業
が
終
了
し
た
事
の
方

が
嬉
し
か
っ
た
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
何

故
道
路
が
決
壊
し
た
の
か
議
論
す
る
事

よ
り
も
、
１
日
も
早
く
復
旧
作
業
を
ど

う
す
る
か
の
か
が
先
決
事
項
で
あ
っ

た
。
　
ど
こ
か
に
こ
の
記
録
が
残
っ
て

い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
私
な
り

に
今
に
な
り
あ
の
大
き
な
災
害
が
な
ぜ

発
生
し
た
の
か
考
察
を
し
て
み
た
。

●
戦
時
中
は
、
薪
炭
が
軍
事
用
と
し
て

供
出
さ
せ
ら
れ
統
制
物
資
で
、
自
分
の

所
有
の
森
林
は
あ
っ
て
も
、
勝
手
に
切

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
時
代
だ
っ

た
。
森
林
の
多
く
は
伐
採
に
よ
っ
て
裸

山
と
な
り
、
雨
が
降
る
と
す
ぐ
に
川
が

増
水
し
た
。
し
た
が
っ
て
台
風
等
の
時

は
大
量
の
水
が
流
れ
だ
し
て
被
害
を
大

き
く
し
た
の
で
あ
る
。

●
安
導
寺
の
場
合
は
、
安
導
寺
橋
の
上

流
か
ら
大
量
の
水
が
川
に
流
れ
込
ん

だ
。

●
そ
れ
と
、
川
が
大
増
水
し
て
、
橋
の

た
も
と
で
両
方
の
流
れ
が
作
用
し
て

逢
っ
て
、
決
壊
の
糸
口
と
な
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

●
決
壊
箇
所
は
、
橋
を
中
心
に
左
右
に

広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
９
月
１
日
は
防
災
の
日
、
町

で
は
防
災
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布
し
た
。

互
い
に
自
分
た
ち
の
地
域
の
安
全
を
確

か
め
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
大
雨
が

降
っ
た
場
合
、
町
内
で
最
も
心
配
な
箇

所
は
、
矢
川
橋
周
辺
で
は
な
い
だ
ろ
う

安
導
寺
の

道
路
決
壊

里
見
哲
夫

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り
第
25
号

広
報しもにた

か
。
前
回
も
橋
が
流
失
し
て
い
る
。
今

回
の
九
州
地
方
の
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を

参
考
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

〈図〉

民　家

鏑　川

決壊箇所 道　路

民　家安導寺橋
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昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た

小・中
学
生
の
作
品
を
、数
回
に
分
け

て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を

ご
覧
に
な
り
、人
権
に
つ
い
て
、も
う
一

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、平
成
28

年
度
の
も
の
で
す
。

　
僕
が
こ
の
作
文
を
書
こ
う
と
思
っ
た

の
は
、学
校
の
社
会
の
授
業
で
習
っ
た
、

あ
る
戦
争
が
き
っ
か
け
で
す
。社
会
の

歴
史
が
好
き
な
僕
に
と
っ
て
、そ
の
戦

争
は
僕
の
心
の
中
に
衝
撃
を
与
え
ま

し
た
。

　
一
九
三
七
年
、中
国
の
北
京
郊
外
で

起
こっ
た
盧
溝
橋
事
件
を
き
っ
か
け
に

日
中
戦
争
が
始
ま
り
ま
す
。そ
の
後

戦
争
は
上
海
に
ま
で
拡
大
し
、や
が
て

日
本
と
中
国
の
全
面
戦
争
と
な
り
ま

す
。こ
の
と
き
日
本
軍
は
南
京
を
占

領
し
ま
す
。南
京
事
件
で
す
。南
京

事
件
で
は
、南
京
に
住
む
多
く
の
中
国

人
が
、日
本
軍
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た

と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、中

国
政
府
は
こ
れ
を
受
け
て
首
都
を
南

京
か
ら
漢
口
、そ
し
て
重
慶
に
移
し
ま

し
た
。そ
れ
に
伴
い
、戦
火
は
さ
ら
に

増
し
ま
し
た
。こ
こ
で
僕
が
思
っ
た
こ

と
は
、ど
う
し
て
日
中
両
軍
は
戦
争
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
。両
軍
の
間
で
勝
敗
が

す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、南
京
で
多
く
の
死
者
が
出

た
こ
と
に
よ
っ
て
、戦
争
の
終
結
に
向

か
う
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。そ
の

後
、日
中
戦
争
は
泥
沼
化
し
、勝
敗
が

つ
か
な
い
ま
ま
多
く
の
死
者
を
出
し

続
け
ま
し
た
。日
中
両
軍
も
お
互
い
に

多
く
の
死
者
を
出
さ
な
い
う
ち
に
戦

争
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。い
や
、そ
れ
以
前
に

戦
争
が
起
こ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。僕
は
、

日
本
が
欧
米
諸
国
に
引
け
を
取
ら
な

い
よ
う
に
す
る
方
法
は
、中
国
や
韓
国

を
支
配
す
る
以
外
に
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。日
清
戦
争
を
教
訓
に
し
、日

中・日
韓
の
関
係
を
平
和
に
し
よ
う
と

思
え
ば
戦
闘
や
戦
争
を
防
げ
た
は
ず

で
す
。

　
日
清
戦
争
は一八
九
四
年
に
起
き
、

死
者
は
約
四
万
八
千
三
百
人
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
戦
争
で
は
韓
国
を

中
国
側
で
は
な
く
日
本
側
に
し
た
い

と
い
う
日
本
の
狙
い
が
き
っ
か
け
で
し

た
。ま
た
こ
の
戦
争
で
は
戦
場
と
な
っ

た
韓
国
に
住
ん
で
い
た
人
も
、戦
争
に

ま
き
込
ま
れ
て
死
亡
し
て
い
る
と
い
う

情
報
も
あ
り
ま
す
。戦
争
に
お
け
る

第
三
者
で
あ
る
韓
国
人
に
は
理
不
尽

な
出
来
事
で
す
。

　
僕
は
今
ま
で
に
、日
中
戦
争
の
よ
う

に
教
訓
を
生
か
せ
ず
に
失
敗
し
て
し

ま
っ
た
り
、仲
が
悪
く
な
って
し
ま
っ
た

出
来
事
が
何
度
か
あ
り
ま
す
。得
を

し
よ
う
と
思
って
や
っ
た
行
動
が
裏
目

に
出
た
り
、友
達
と
の
仲
た
が
い
を
解

消
す
る
た
め
に
し
た
行
動
が
、逆
効
果

で
仲
を
悪
く
さ
せ
た
り
と
、教
訓
を

生
か
さ
な
い
で
い
る
と
良
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。僕
は
こ
の
作
文
を

書
く
こ
と
を
機
に
、改
め
て
教
訓
を
生

か
す
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
中
国
、韓
国
の
支
配
行
動
の

始
ま
り
と
同
時
に
中
国
や
韓
国
の

人
々
が
日
本
に
反
感
を
抱
い
て
い
る
こ

と
を
僕
は
知
っ
て
い
ま
す
。僕
は
そ
れ

を
、自
国
を
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
た

国
に
対
す
る
抗
議
だ
と
思
い
、ま
た
、

そ
れ
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。中

国
や
韓
国
の
人
々
が
日
本
に
反
感
を

抱
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、日
中
戦
争

の
授
業
を
受
け
る
ま
で
は
、両
国
が
単

に
日
本
に
ケ
ン
カ
を
売
っ
て
い
る
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。で
す
が
授
業
を

受
け
、戦
争
の
詳
細
を
知
る
こ
と
で
、

僕
の
そ
の
思
い
は一八
〇
度
変
わ
り
ま

し
た
。中
国
や
韓
国
の
人
々
が
歴
史
の

中
で
受
け
た
心
の
傷
を
知
り
、そ
の
気

持
ち
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
、今

で
は
思
い
ま
す
。

　
世
界
の
人
々
が
お
互
い
に
相
手
の

気
持
ち
を
考
え
、違
い
を
認
め
合
う

心
を
持
つ
こ
と
が
現
在
の
社
会
で
生

き
る
私
た
ち
に
は
必
要
な
の
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。ヨ
ー
ロッ
パ
諸
国
で
起

き
て
い
る
移
民
問
題
や
、世
界
の
各
地

で
起
き
て
い
る
紛
争
・テ
ロ
リ
ズ
ム
な

ど
、人
間
同
士
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、過
去
の
事
物
を
振
り
返
り
、

教
訓
に
す
る
こ
と
が一番
大
切
だ
と
僕

は
考
え
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
、こ
の
世

界
か
ら
戦
争
や
紛
争
な
ど
の
憎
し
み

は
な
く
な
り
、世
界
中
の
人
々
が
笑
え

る
日
が
来
る
と
思
う
か
ら
。

　
わ
た
し
は
、「
し
ら
ん
ぷ
り
」を
見

て
、い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、し
ら
ん

ぷ
り
を
す
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
わ
た
し
は
、友
だ
ち
が
い
じ
め
ら
れ

て
い
た
ら
、助
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、も
し
、わ
た
し
が
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
子
を
し
ら
ん
ぷ
り
し
て
い
て
、

つ
ぎ
に
、い
じ
め
ら
れ
た
ら
、そ
の
子
は

助
け
て
ほ
し
い
と
思
う
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。ビ
デ
オ
に
出
て
い
た
し
ら
ん
ぷ

り
を
し
て
い
た
子
も
、い
じ
め
ら
れ
た

ら
助
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
ど
ん
ち
ゃ
ん
は
、結
果
的
に
は
、転

校
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、し
ら
ん
ぷ

り
を
し
な
い
で
、だ
れ
か
が
助
け
て
い

れ
ば
、転
校
し
な
い
で
、い
じ
め
の
な
い

生
活
が
お
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ど
ん
ち
ゃ
ん
が
転
校
し
て
か
ら
、後

悔
し
て
も
お
そ
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子

が
転
校
し
て
し
ま
って
か
ら
後
悔
し
た

く
な
い
の
で
、も
し
、い
じ
め
ら
れ
て
い

る
子
が
い
た
ら
、自
分
も
い
じ
め
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
く
て
も
、助
け
て
あ
げ

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、「
し
ら
ん
ぷ
り
」を
見
た

人
が
い
た
ら
、し
ら
ん
ぷ
り
は
よ
く
な

い
と
思
え
て
く
れ
た
ら
、い
じ
め
を
す

る
人
も
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
の
か

と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、い
じ
め
も
し
ら
ん
ぷ
り

も
し
な
い
で
、友
だ
ち
を
大
切
に
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。な
ぜ
な
ら
、い
じ
め

や
、し
ら
ん
ぷ
り
を
し
て
も
、だ
れ
も
い

い
こ
と
だ
と
は
思
わ
な
い
し
、い
じ
め
な

ど
を
さ
れ
た
人
は
と
て
も
い
や
な
気

持
ち
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、友
だ
ち
と
仲
良
く
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
、

友
だ
ち
に
無
視
や
し
ら
ん
ぷ
り
を
し

な
い
で
、だ
れ
と
で
も
、仲
良
く
遊
ぼ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
の
ま
わ
り
に
は
、い
じ
め
は

な
い
け
ど
、も
し
あ
っ
た
ら
、助
け
て
あ

げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

「
し
ら
ん
ぷ
り
」を

見
て

下
仁
田
小
学
校

四
年
　
茂
木
　
結
衣

広
報しもにた

平
成
28
年
度

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

作文
優秀賞

作文
優秀賞

教
訓
を
生
か
し

未
来
に
つ
な
げ
る

下
仁
田
中
学
校

三
年
一組
　
蟻
坂
　
崇
仁

人権尊重作品人権尊重作品

「
な
か
な
い
で
」

　
　
　「
いっ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
」

　
　
　
　
　
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
す
て
き
な
こ
と
ば
　

下
仁
田
小
学
校
　
１
年
　
　
矢
越
　
華
凰

人権標語
優秀賞

人権標語
優秀賞

人権標語
優秀賞

誰
と
で
も

　
　
　
笑
顔
で
や
さ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
話
そ
う
よ

下
仁
田
小
学
校
　
２
年
　
　
荒
川
　
白
天

だ
れ

え
が
お

は
な

し
ん
せ
つ
は

　
　
　
ク
ラ
ス
み
ん
な
が

　
　
　
　
　
　
　
い
い
き
も
ち

下
仁
田
小
学
校
　
2
年
　
　
岩
田
　
彩
伽
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昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た

小・中
学
生
の
作
品
を
、数
回
に
分
け

て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を

ご
覧
に
な
り
、人
権
に
つ
い
て
、も
う
一

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、平
成
28

年
度
の
も
の
で
す
。

　
僕
が
こ
の
作
文
を
書
こ
う
と
思
っ
た

の
は
、学
校
の
社
会
の
授
業
で
習
っ
た
、

あ
る
戦
争
が
き
っ
か
け
で
す
。社
会
の

歴
史
が
好
き
な
僕
に
と
っ
て
、そ
の
戦

争
は
僕
の
心
の
中
に
衝
撃
を
与
え
ま

し
た
。

　
一
九
三
七
年
、中
国
の
北
京
郊
外
で

起
こっ
た
盧
溝
橋
事
件
を
き
っ
か
け
に

日
中
戦
争
が
始
ま
り
ま
す
。そ
の
後

戦
争
は
上
海
に
ま
で
拡
大
し
、や
が
て

日
本
と
中
国
の
全
面
戦
争
と
な
り
ま

す
。こ
の
と
き
日
本
軍
は
南
京
を
占

領
し
ま
す
。南
京
事
件
で
す
。南
京

事
件
で
は
、南
京
に
住
む
多
く
の
中
国

人
が
、日
本
軍
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た

と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、中

国
政
府
は
こ
れ
を
受
け
て
首
都
を
南

京
か
ら
漢
口
、そ
し
て
重
慶
に
移
し
ま

し
た
。そ
れ
に
伴
い
、戦
火
は
さ
ら
に

増
し
ま
し
た
。こ
こ
で
僕
が
思
っ
た
こ

と
は
、ど
う
し
て
日
中
両
軍
は
戦
争
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
。両
軍
の
間
で
勝
敗
が

す
で
に
決
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、南
京
で
多
く
の
死
者
が
出

た
こ
と
に
よ
っ
て
、戦
争
の
終
結
に
向

か
う
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。そ
の

後
、日
中
戦
争
は
泥
沼
化
し
、勝
敗
が

つ
か
な
い
ま
ま
多
く
の
死
者
を
出
し

続
け
ま
し
た
。日
中
両
軍
も
お
互
い
に

多
く
の
死
者
を
出
さ
な
い
う
ち
に
戦

争
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。い
や
、そ
れ
以
前
に

戦
争
が
起
こ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。僕
は
、

日
本
が
欧
米
諸
国
に
引
け
を
取
ら
な

い
よ
う
に
す
る
方
法
は
、中
国
や
韓
国

を
支
配
す
る
以
外
に
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。日
清
戦
争
を
教
訓
に
し
、日

中・日
韓
の
関
係
を
平
和
に
し
よ
う
と

思
え
ば
戦
闘
や
戦
争
を
防
げ
た
は
ず

で
す
。

　
日
清
戦
争
は一八
九
四
年
に
起
き
、

死
者
は
約
四
万
八
千
三
百
人
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
戦
争
で
は
韓
国
を

中
国
側
で
は
な
く
日
本
側
に
し
た
い

と
い
う
日
本
の
狙
い
が
き
っ
か
け
で
し

た
。ま
た
こ
の
戦
争
で
は
戦
場
と
な
っ

た
韓
国
に
住
ん
で
い
た
人
も
、戦
争
に

ま
き
込
ま
れ
て
死
亡
し
て
い
る
と
い
う

情
報
も
あ
り
ま
す
。戦
争
に
お
け
る

第
三
者
で
あ
る
韓
国
人
に
は
理
不
尽

な
出
来
事
で
す
。

　
僕
は
今
ま
で
に
、日
中
戦
争
の
よ
う

に
教
訓
を
生
か
せ
ず
に
失
敗
し
て
し

ま
っ
た
り
、仲
が
悪
く
な
って
し
ま
っ
た

出
来
事
が
何
度
か
あ
り
ま
す
。得
を

し
よ
う
と
思
って
や
っ
た
行
動
が
裏
目

に
出
た
り
、友
達
と
の
仲
た
が
い
を
解

消
す
る
た
め
に
し
た
行
動
が
、逆
効
果

で
仲
を
悪
く
さ
せ
た
り
と
、教
訓
を

生
か
さ
な
い
で
い
る
と
良
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。僕
は
こ
の
作
文
を

書
く
こ
と
を
機
に
、改
め
て
教
訓
を
生

か
す
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
中
国
、韓
国
の
支
配
行
動
の

始
ま
り
と
同
時
に
中
国
や
韓
国
の

人
々
が
日
本
に
反
感
を
抱
い
て
い
る
こ

と
を
僕
は
知
っ
て
い
ま
す
。僕
は
そ
れ

を
、自
国
を
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
た

国
に
対
す
る
抗
議
だ
と
思
い
、ま
た
、

そ
れ
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。中

国
や
韓
国
の
人
々
が
日
本
に
反
感
を

抱
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、日
中
戦
争

の
授
業
を
受
け
る
ま
で
は
、両
国
が
単

に
日
本
に
ケ
ン
カ
を
売
っ
て
い
る
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。で
す
が
授
業
を

受
け
、戦
争
の
詳
細
を
知
る
こ
と
で
、

僕
の
そ
の
思
い
は一八
〇
度
変
わ
り
ま

し
た
。中
国
や
韓
国
の
人
々
が
歴
史
の

中
で
受
け
た
心
の
傷
を
知
り
、そ
の
気

持
ち
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
、今

で
は
思
い
ま
す
。

　
世
界
の
人
々
が
お
互
い
に
相
手
の

気
持
ち
を
考
え
、違
い
を
認
め
合
う

心
を
持
つ
こ
と
が
現
在
の
社
会
で
生

き
る
私
た
ち
に
は
必
要
な
の
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。ヨ
ー
ロッ
パ
諸
国
で
起

き
て
い
る
移
民
問
題
や
、世
界
の
各
地

で
起
き
て
い
る
紛
争
・テ
ロ
リ
ズ
ム
な

ど
、人
間
同
士
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、過
去
の
事
物
を
振
り
返
り
、

教
訓
に
す
る
こ
と
が一番
大
切
だ
と
僕

は
考
え
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
、こ
の
世

界
か
ら
戦
争
や
紛
争
な
ど
の
憎
し
み

は
な
く
な
り
、世
界
中
の
人
々
が
笑
え

る
日
が
来
る
と
思
う
か
ら
。

　
わ
た
し
は
、「
し
ら
ん
ぷ
り
」を
見

て
、い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、し
ら
ん

ぷ
り
を
す
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
わ
た
し
は
、友
だ
ち
が
い
じ
め
ら
れ

て
い
た
ら
、助
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、も
し
、わ
た
し
が
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
子
を
し
ら
ん
ぷ
り
し
て
い
て
、

つ
ぎ
に
、い
じ
め
ら
れ
た
ら
、そ
の
子
は

助
け
て
ほ
し
い
と
思
う
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。ビ
デ
オ
に
出
て
い
た
し
ら
ん
ぷ

り
を
し
て
い
た
子
も
、い
じ
め
ら
れ
た

ら
助
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
ど
ん
ち
ゃ
ん
は
、結
果
的
に
は
、転

校
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、し
ら
ん
ぷ

り
を
し
な
い
で
、だ
れ
か
が
助
け
て
い

れ
ば
、転
校
し
な
い
で
、い
じ
め
の
な
い

生
活
が
お
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ど
ん
ち
ゃ
ん
が
転
校
し
て
か
ら
、後

悔
し
て
も
お
そ
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子

が
転
校
し
て
し
ま
って
か
ら
後
悔
し
た

く
な
い
の
で
、も
し
、い
じ
め
ら
れ
て
い

る
子
が
い
た
ら
、自
分
も
い
じ
め
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
く
て
も
、助
け
て
あ
げ

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、「
し
ら
ん
ぷ
り
」を
見
た

人
が
い
た
ら
、し
ら
ん
ぷ
り
は
よ
く
な

い
と
思
え
て
く
れ
た
ら
、い
じ
め
を
す

る
人
も
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
の
か

と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、い
じ
め
も
し
ら
ん
ぷ
り

も
し
な
い
で
、友
だ
ち
を
大
切
に
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。な
ぜ
な
ら
、い
じ
め

や
、し
ら
ん
ぷ
り
を
し
て
も
、だ
れ
も
い

い
こ
と
だ
と
は
思
わ
な
い
し
、い
じ
め
な

ど
を
さ
れ
た
人
は
と
て
も
い
や
な
気

持
ち
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、友
だ
ち
と
仲
良
く
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
、

友
だ
ち
に
無
視
や
し
ら
ん
ぷ
り
を
し

な
い
で
、だ
れ
と
で
も
、仲
良
く
遊
ぼ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
の
ま
わ
り
に
は
、い
じ
め
は

な
い
け
ど
、も
し
あ
っ
た
ら
、助
け
て
あ

げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

「
し
ら
ん
ぷ
り
」を

見
て

下
仁
田
小
学
校

四
年
　
茂
木
　
結
衣

広
報しもにた

平
成
28
年
度

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

作文
優秀賞

作文
優秀賞

教
訓
を
生
か
し

未
来
に
つ
な
げ
る

下
仁
田
中
学
校

三
年
一組
　
蟻
坂
　
崇
仁

人権尊重作品人権尊重作品

「
な
か
な
い
で
」

　
　
　「
いっ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
」

　
　
　
　
　
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
す
て
き
な
こ
と
ば
　

下
仁
田
小
学
校
　
１
年
　
　
矢
越
　
華
凰

人権標語
優秀賞

人権標語
優秀賞

人権標語
優秀賞

誰
と
で
も

　
　
　
笑
顔
で
や
さ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
話
そ
う
よ

下
仁
田
小
学
校
　
２
年
　
　
荒
川
　
白
天

だ
れ

え
が
お

は
な

し
ん
せ
つ
は

　
　
　
ク
ラ
ス
み
ん
な
が

　
　
　
　
　
　
　
い
い
き
も
ち

下
仁
田
小
学
校
　
2
年
　
　
岩
田
　
彩
伽
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国
民
年
金
は
、日
本
に
住
む
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
公

的
年
金
制
度
で
す
。

　
加
入
者（
被
保
険
者
）は
、次
の
よ
う
な
機
会
ご
と
に
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
）が
、

■
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き

　
↓
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

■
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

　
↓
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
）が
、

▼
退
職
し
た
と
き

　
↓
市
役
所・町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

▼
退
職
し
、第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
と
な
っ
た
と
き

　
↓
配
偶
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者（
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）が
、

◆
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
と
き

　
↓
勤
務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

　
↓
市
役
所・町
村
役
場
へ
届
け
出
を
し
ま
す
。

　
必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・高
崎
年
金
事
務
所
　
お
客
様
相
談
室
　
☎
０
２
７
ー
３
２
２
ー
４
２
９
９

広
報しもにた

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
露
天
風
呂
山
肌
せ
ま
る
風
は
秋

　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
一
回
忌
紅
赤
ダ
リ
ヤ
咲
ほ
こ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　よ
志
子

■
夏
雲
の
う
き
立
窓
に
小
さ
き
老
女

　
　
　
　
　
　
　
　よ
志
子

■
阻
ま
れ
て
出
る
に
出
ら
れ
ぬ
猛
暑
か
な
（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
百
合
の
香
や
夢
の
中
ま
で
匂
い
く
る

　（
下
仁
田
）

　茂
木

　久
里

■
野
良
帰
り
山
鳩
鳴
く
や
夏
の
夕

　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
高
原
の
キ
ャ
ベ
ツ
に
秋
の
風
通
る
豊
作
農
の
苦
労
偲
び
ぬ

　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
塊
か
へ
り
来
た
ま
ふ
な
ら
ん
新
盆
の
ち
ょ
う
ち
ん
青
く
輝
き
ま
し
ぬ
（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
風
穴
へ
誘
う
道
の
玉
ア
ジ
サ
イ
緑
野
際
立
つ
小
さ
き
花
び
ら

　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

コ
ー
ヒ
ー

あ
し
ば
や

く
り
や

ひ
と
ひ

か
い

お

い
さ
な

た
ま

【
荒
船
俳
句
会
八
月
句
会
報
】

■
朝
顔
に
一
日
の
活
気
貰
ひ
け
り

　
　政
子

■
か
す
か
な
る
風
捉
へ
た
る
軒
風
鈴

　敏
彦

■
峡
の
村
見
慣
れ
ぬ
子
居
り
夏
休
み

　ま
ち
子

■
立
秋
を
目
安
に
野
菜
農
日
記

　
　
　勇
宝

■
珈
琲
の
香
り
に
目
覚
む
今
朝
の
秋

　淑
江

　

■
足
早
に
秋
来
る
今
朝
の
厨
水

　
　
　光
子

9月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園
会 場
実施日
時 間
対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

9/21（木）
１０：００～１１：００

運動の出来る服装でお出掛け下さい。 動きやすい服装でご参加下さい。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：3０
妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月例より赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール
※保育園・こども園の見学や育児・
　子育て相談、一時保育等の相談
　は、いつでも受付ています。
　ご希望の方は、保育園・こども園
　へお問い合わせください。

■問い合わせ
馬山こども園　８２－２３２３
青倉保育園　８２－２５４９
下仁田町役場　福祉保険課福祉係
　　　　　　　６４－８８０３
　　　　　　　（直通）

9/12（火）

親
子
の

集
い
の
広
場

　
雪
が
降
る
と
、
積
も
っ
た
雪
の
重
さ
で

竹
や
樹
木
の
枝
が
道
路
に
垂
れ
下
が
り
、

車
両
や
歩
行
者
の
通
行
に
支
障
が
出
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
原
因
で
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
樹
木
の
所
有
者
が
賠
償
責
任
を
問
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
に
山
林
等
を
所
有
さ
れ
て
い

る
方
は
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
も
樹

木
の
伐
採
や
枝
払
い
な
ど
適
切
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
の
場
合
は
道
路
通
行
の
支

障
と
な
る
樹
木
や
枝
を
予
告
な
く
伐
採
、

撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
言
語
聴
覚
士
は
話
す
・
聞
く
・
食
べ
る

な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
医
療
、
福

祉
、
教
育
な
ど
の
分
野
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
言
語
聴
覚
士
を
、
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
！

●
日
時
　
９
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

●
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎
専
門
店
街

１
階
　
カ
ル
デ
ィ
前
広
場

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

言
語
聴
覚
士
の
紹
介
（
パ
ネ
ル
展
示
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
）
認
知
度
調
査
（
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
）
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
食
事
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
悩
み

ご
と
相
談
！
）
嚥
下
食
の
試
食
体
験
（
ト

ロ
ミ
の
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
言
語
聴
覚
士
会
　
事
務
局

群
馬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

☎
０
２
７
９
―
６
６
―
２
１
２
１

E-m
ail jim

ukyoku@
hotm

ail.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://gunm
a-st.com

/

〜
沿
道
の
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

降
雪
前
に
樹
木
の

枝
払
い
や
伐
採
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
言
語
聴
覚
の
日
」

イ
ベ
ン
ト
開
催

行政情報&年金行政情報&年金町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い
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必
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な
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出
を
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て
そ
の
ま
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に
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て
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く
と
、将
来
年
金
が
受
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ら
れ
な

く
な
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た
り
減
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す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
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年
金
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だ
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子
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句
会
報
】

■
朝
顔
に
一
日
の
活
気
貰
ひ
け
り

　
　政
子

■
か
す
か
な
る
風
捉
へ
た
る
軒
風
鈴

　敏
彦

■
峡
の
村
見
慣
れ
ぬ
子
居
り
夏
休
み

　ま
ち
子

■
立
秋
を
目
安
に
野
菜
農
日
記

　
　
　勇
宝

■
珈
琲
の
香
り
に
目
覚
む
今
朝
の
秋

　淑
江

　

■
足
早
に
秋
来
る
今
朝
の
厨
水

　
　
　光
子

9月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園
会 場
実施日
時 間
対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

9/21（木）
１０：００～１１：００

運動の出来る服装でお出掛け下さい。 動きやすい服装でご参加下さい。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

１０：００～１１：3０
妊婦さん～未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

親子ふれあい遊び
月例より赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

こども園ホール 保育園ホール
※保育園・こども園の見学や育児・
　子育て相談、一時保育等の相談
　は、いつでも受付ています。
　ご希望の方は、保育園・こども園
　へお問い合わせください。

■問い合わせ
馬山こども園　８２－２３２３
青倉保育園　８２－２５４９
下仁田町役場　福祉保険課福祉係
　　　　　　　６４－８８０３
　　　　　　　（直通）

9/12（火）

親
子
の

集
い
の
広
場

　
雪
が
降
る
と
、
積
も
っ
た
雪
の
重
さ
で

竹
や
樹
木
の
枝
が
道
路
に
垂
れ
下
が
り
、

車
両
や
歩
行
者
の
通
行
に
支
障
が
出
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
原
因
で
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
樹
木
の
所
有
者
が
賠
償
責
任
を
問
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
に
山
林
等
を
所
有
さ
れ
て
い

る
方
は
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
も
樹

木
の
伐
採
や
枝
払
い
な
ど
適
切
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
の
場
合
は
道
路
通
行
の
支

障
と
な
る
樹
木
や
枝
を
予
告
な
く
伐
採
、

撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
言
語
聴
覚
士
は
話
す
・
聞
く
・
食
べ
る

な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
医
療
、
福

祉
、
教
育
な
ど
の
分
野
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
言
語
聴
覚
士
を
、
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
！

●
日
時
　
９
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

●
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
崎
専
門
店
街

１
階
　
カ
ル
デ
ィ
前
広
場

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

言
語
聴
覚
士
の
紹
介
（
パ
ネ
ル
展
示
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
）
認
知
度
調
査
（
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
）
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
食
事
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
悩
み

ご
と
相
談
！
）
嚥
下
食
の
試
食
体
験
（
ト

ロ
ミ
の
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
言
語
聴
覚
士
会
　
事
務
局

群
馬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

☎
０
２
７
９
―
６
６
―
２
１
２
１

E-m
ail jim

ukyoku@
hotm

ail.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://gunm
a-st.com

/

〜
沿
道
の
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

降
雪
前
に
樹
木
の

枝
払
い
や
伐
採
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
言
語
聴
覚
の
日
」

イ
ベ
ン
ト
開
催

行政情報&年金行政情報&年金町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFOMATION

　
「
法
の
日
」
を
記
念
し
て
、
群
馬
弁
護

士
会
の
弁
護
士
が
無
料
で
法
律
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
法
律
に
関
係
す
る
ト
ラ
ブ

ル
は
、
意
外
と
身
近
に
あ
る
も
の
で
す
。

ど
ん
な
相
談
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
弁
護
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
）

例
え
ば
、

①
サ
ラ
金
、
ヤ
ミ
金
等
の
返
済
で
お
困
り

の
方

②
相
続
問
題
や
離
婚
等
で
弁
護
士
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
ほ
し
い
方

③
交
通
事
故
に
遭
い
、
示
談
交
渉
等
で
お

困
り
の
方

④
土
地
の
境
界
で
も
め
て
い
る
方
　
な
ど

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
制
で

先
着
12
名
（
相
談
時
間
は
1
名
30
分
以

内
）
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　
群
馬
弁
護
士
会

●
日
時
　
10
月
3
日
（
火
）
午
後
1
時
〜

4
時
ま
で

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
3
階
　
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室
他

●
予
約
先
　
総
務
課
行
政
係
（
内
線
3
0

1
・
3
0
2
）

　
今
年
も
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
音
楽
フ
ェ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

　
44
組
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
演
奏
を

は
じ
め
、
フ
ェ
ス
飯
・
フ
ー
ド
等
の
出
店

53
店
舗
、
雑
貨
・
ク
ラ
フ
ト
36
店
舗
、
耳

つ
ぼ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
4
店
舗
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

キ
ッ
ズ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
13
店
舗
が
出
店

予
定
で
す
。

　
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
日
時
　
9
月
9
日
（
土
）
10
時
〜
16
時

30
分

●
会
場
　
ほ
た
る
山
公
園
お
よ
び
下
仁
田

駅
周
辺
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
前
、
こ
ん
に
ゃ

く
体
験
道
場

※
ほ
た
る
山
公
園
に
駐
車
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
ん
に
ゃ
く
体
験
道
場
か
ら
ほ
た
る

山
公
園
行
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〈
詳
細
〉

①
ほ
た
る
山
公
園
や
下
仁
田
駅
周
辺
に
イ

ベ
ン
ト
エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。

②
下
仁
田
建
築
業
組
合
【
木
工
教
室
】

親
子
で
参
加
で
き
る
木
工
教
室
が
無
料
で

体
験
で
き
ま
す
。

③
ク
ラ
フ
ト
作
家
さ
ん
、
人
気
作
家
さ
ん

の
雑
貨
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
は
じ
め
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
ほ
た
る
山
エ
リ

ア
・
こ
ん
に
ゃ
く
エ
リ
ア
・
赤
レ
ン
ガ
エ

リ
ア
に
多
数
出
店
し
ま
す
。

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

イ
ベ
ン
ト
に
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
「
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー

ブ
ル
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

Vibration table

現
実
化
委
員
会

☎
0
9
0
―
4
1
7
3
―
3
8
6
7

●
日
時
　
9
月
16
日
（
土
）〜
18
日
（
月
）

●
会
場
　
西
毛
地
区

　
　
　
　
高
崎
市
　
パ
ー
ク
レ
ー
ン
高
崎

　
　
　
　
藤
岡
市
　
藤
岡
ボ
ウ
ル

　
ご
家
族
で
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
に
限

り
、
小
学
生
以
下
の
お
子
様
は
無
料
で
お

楽
し
み
頂
け
ま
す
。
（
1
名
2
ゲ
ー
ム
）

た
だ
し
、
貸
靴
代
は
自
己
負
担
で
す
。

●
主
催
　
（
一
社
）
群
馬
県
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
協
会

☎
0
2
7
―
2
3
3
―
6
4
４
5

　
気
象
庁
で
は
、
平
成
29
年
出
水
期
か

ら
、
気
象
警
報
の
4
つ
の
改
善
を
実
施
し

ま
し
た
。

①
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
よ
う
な
大
雨
等
が

予
想
さ
れ
る
時
、
早
め
に
心
構
え
を
高
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
5
日
先
ま
で
の
大

雨
警
報
等
の
発
表
の
可
能
性
を
﹇
高
﹈

﹇
中
﹈
の
2
段
階
で
提
供
し
ま
す
。

②
警
報
・
注
意
報
の
発
表
時
に
、
い
つ
危

険
度
が
高
ま
る
の
か
を
確
認
で
き
る
よ

う
、
最
大
24
時
間
先
ま
で
の
危
険
度
の
予

想
を
色
分
け
表
示
し
て
提
供
し
ま
す
。

③
こ
れ
ま
で
大
雨
・
洪
水
警
報
等
の
発
表

基
準
に
用
い
て
き
た
雨
量
に
代
え
て
、
災

害
発
生
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
「
指
数
」

（
土
壌
雨
量
指
数
、
表
面
雨
量
指
数
、
流

域
雨
量
指
数
）
を
用
い
る
よ
う
に
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
災
害
特
性
を

一
層
考
慮
し
た
、
よ
り
的
確
な
警
報
･
注

意
報
を
提
供
し
ま
す
。

④
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き

に
、
ど
こ
で
実
際
に
危
険
度
が
高
ま
っ
て

い
る
の
か
を
地
図
上
に
色
分
け
表
示
し
ま

す
。
例
え
ば
、
「
洪
水
警
報
の
危
険
度
分

布
」
で
は
、
中
小
河
川
の
急
激
な
増
水
に

よ
る
危
険
度
の
高
ま
り
も
実
際
に
水
位
が

上
昇
す
る
よ
り
前
の
早
い
段
階
か
ら
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
改
善
し
た
情
報
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
警
報
･
注
意
報
等
が
発
表
さ
れ
た
時
に

は
、
い
つ
・
ど
こ
で
災
害
発
生
の
危
険
度

が
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
の
か
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
早
め
の
安
全
確
保
行
動

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
前
橋
地
方
気
象
台

☎
0
2
7
―
8
9
6
―
1
2
2
0

●
目
的
　
聴
覚
障
害
者
（
中
途
失
聴
者
・

難
聴
者
）
が
、
自
ら
の
障
害
を
受
容
し
、

仲
間
と
の
交
流
を
進
め
、
社
会
へ
の
参
加

が
積
極
的
に
行
え
る
よ
う
支
援
し
、
周
囲

の
方
と
共
に
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
の
増
進

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
主
催
　
群
馬
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

●
対
象
者
　
県
内
に
居
住
す
る
聞
こ
え
に

不
自
由
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
・
支
援

者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
人
な

ど
関
心
の
あ
る
方
。

●
内
容
　
聞
こ
え
に
く
い
事
へ
の
理
解
と

ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

を
学
ぶ
。

●
定
員
・
参
加
費
　80
名
　
無
料

●
日
時
・
会
場

　平
成
29
年
10
月
14
日

（
士
） 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階

2
0
3
A
B
会
議
室
（
前
橋
市
新
前
橋
町

13
―
12
）

●
受
講
申
し
込
み
方
法
及
び
申
込
先

左
記
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
F
A
X
か

メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

①
住
所
　
②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
　
③
性

別
　
④
F
A
X
ま
た
は
T
E
L
番
号
　
⑤

聴
覚
障
害
の
有
無
（
無
の
場
合
は
聴
覚
障

害
者
と
の
関
係
）

●
申
込
先
　〒
3
7
1
―
0
8
4
3 

前

橋
市
新
前
橋
町
13
―
12 

群
馬
県
社
会
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階

群
馬
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ザ

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
啓
発
講
座
係

●
申
し
込
み
受
付
期
間
　平
成
29
年
9
月

11
日
（
月
）
〜
10
月
10
日
（
火
）
必
着

●
そ
の
他
　
不
明
な
点
は
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ザ

〒
3
7
1
―
0
8
4
3 

前
橋
市
新
前
橋

町
13
―
12
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
3
階

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
3

℻
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
4

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低
価
格
な

の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新
薬
と
同
じ
と

認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬
品
の
こ
と
で

す
。
新
薬
に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代

を
節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の
で
、
医
師

や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、
ご
利
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

は
、
国
保
係
の
窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま

す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
て

も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い
場
合
や
取
扱

い
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

福
祉
保
険
課
　
国
保
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
1
（
直
通
）

　
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害
の
た

め
、
日
常
生
活
に
著
し
い
支
障
が
あ
る
在

宅
の
高
齢
者
を
介
護
す
る
方
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
、
在
宅
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　
平
成
29
年
8
月
1
日
現
在
で
、
次
の
⑴

お
よ
び
⑵
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
在
宅

の
寝
た
き
り
又
は
認
知
症
の
高
齢
者
を
居

宅
に
お
い
て
1
年
以
上
継
続
し
て
介
護
し

て
い
る
方

⑴
町
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
が
65
歳
以

上
で
あ
る
こ
と

⑵
要
介
護
4
又
は
5
に
相
当
す
る
状
態
が

1
年
以
上
継
続
し
、
平
成
28
年
8
月
1
日

か
ら
平
成
29
年
7
月
31
日
ま
で
の
期
間
中

に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
お
よ
び
入
院
等
に
よ

り
在
宅
生
活
を
離
れ
た
期
間
が
通
算

1
0
0
日
を
超
え
な
い
方

●
支
給
金
額
　
8
0
、
0
0
0
円

※
該
当
さ
れ
た
方
へ
の
支
給
は
12
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

●
申
請
期
間
　
9
月
4
日
（
月
）
〜
29
日

（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課 

包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
）

　
平
成
29
年
9
月
1
日
現
在
で
下
仁
田
町

に
住
所
を
有
し
、
平
成
29
年
1
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
の
期
間
で
左
記
の
年
齢
に
該

当
す
る
方
へ
敬
老
祝
金
を
支
給
し
、
長
寿

を
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

※
支
給
対
象
の
方
が
入
院
、
入
所
等
の
理

由
で
不
在
の
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
福

祉
保
険
課
包
括
支
援
係
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
）
　

支給年齢

80歳

85歳

90歳

95歳

101歳以上

支給額

5,000円

10,000円

　　 支給日

地区の民生委員を
通じて、「敬老の
日」を中心に支給
します。

広
報しもにた

お知らせ版お知らせ版

無
料
法
律
相
談

平
成
29
年
度
群
馬
県
聴
覚

障
害
者
の
た
め
の
啓
発
講
座

実
施
要
項

健
康
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

秋
の
連
休

お
子
様
ご
招
待
ボ
ウ
リ
ン
グ

家
族
と
一緒
に
楽
し
め
る
入
場
無
料
の

大
型
野
外
イ
ベ
ン
ト

【
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル
】

が
開
催
さ
れ
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

介
護
慰
労
金
の
支
給
し
ま
す

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す

気
象
災
害
か
ら
命
を
守
る

た
め
に
気
象
警
報
が
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFOMATION

　
「
法
の
日
」
を
記
念
し
て
、
群
馬
弁
護

士
会
の
弁
護
士
が
無
料
で
法
律
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
法
律
に
関
係
す
る
ト
ラ
ブ

ル
は
、
意
外
と
身
近
に
あ
る
も
の
で
す
。

ど
ん
な
相
談
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
弁
護
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
）

例
え
ば
、

①
サ
ラ
金
、
ヤ
ミ
金
等
の
返
済
で
お
困
り

の
方

②
相
続
問
題
や
離
婚
等
で
弁
護
士
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
ほ
し
い
方

③
交
通
事
故
に
遭
い
、
示
談
交
渉
等
で
お

困
り
の
方

④
土
地
の
境
界
で
も
め
て
い
る
方
　
な
ど

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
制
で

先
着
12
名
（
相
談
時
間
は
1
名
30
分
以

内
）
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　
群
馬
弁
護
士
会

●
日
時
　
10
月
3
日
（
火
）
午
後
1
時
〜

4
時
ま
で

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
3
階
　
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室
他

●
予
約
先
　
総
務
課
行
政
係
（
内
線
3
0

1
・
3
0
2
）

　
今
年
も
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
音
楽
フ
ェ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

　
44
組
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
演
奏
を

は
じ
め
、
フ
ェ
ス
飯
・
フ
ー
ド
等
の
出
店

53
店
舗
、
雑
貨
・
ク
ラ
フ
ト
36
店
舗
、
耳

つ
ぼ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
4
店
舗
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

キ
ッ
ズ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
13
店
舗
が
出
店

予
定
で
す
。

　
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
日
時
　
9
月
9
日
（
土
）
10
時
〜
16
時

30
分

●
会
場
　
ほ
た
る
山
公
園
お
よ
び
下
仁
田

駅
周
辺
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
前
、
こ
ん
に
ゃ

く
体
験
道
場

※
ほ
た
る
山
公
園
に
駐
車
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
ん
に
ゃ
く
体
験
道
場
か
ら
ほ
た
る

山
公
園
行
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〈
詳
細
〉

①
ほ
た
る
山
公
園
や
下
仁
田
駅
周
辺
に
イ

ベ
ン
ト
エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。

②
下
仁
田
建
築
業
組
合
【
木
工
教
室
】

親
子
で
参
加
で
き
る
木
工
教
室
が
無
料
で

体
験
で
き
ま
す
。

③
ク
ラ
フ
ト
作
家
さ
ん
、
人
気
作
家
さ
ん

の
雑
貨
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
は
じ
め
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
ほ
た
る
山
エ
リ

ア
・
こ
ん
に
ゃ
く
エ
リ
ア
・
赤
レ
ン
ガ
エ

リ
ア
に
多
数
出
店
し
ま
す
。

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

イ
ベ
ン
ト
に
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
「
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー

ブ
ル
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

Vibration table

現
実
化
委
員
会

☎
0
9
0
―
4
1
7
3
―
3
8
6
7

●
日
時
　
9
月
16
日
（
土
）〜
18
日
（
月
）

●
会
場
　
西
毛
地
区

　
　
　
　
高
崎
市
　
パ
ー
ク
レ
ー
ン
高
崎

　
　
　
　
藤
岡
市
　
藤
岡
ボ
ウ
ル

　
ご
家
族
で
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
に
限

り
、
小
学
生
以
下
の
お
子
様
は
無
料
で
お

楽
し
み
頂
け
ま
す
。
（
1
名
2
ゲ
ー
ム
）

た
だ
し
、
貸
靴
代
は
自
己
負
担
で
す
。

●
主
催
　
（
一
社
）
群
馬
県
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
協
会

☎
0
2
7
―
2
3
3
―
6
4
４
5

　
気
象
庁
で
は
、
平
成
29
年
出
水
期
か

ら
、
気
象
警
報
の
4
つ
の
改
善
を
実
施
し

ま
し
た
。

①
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
よ
う
な
大
雨
等
が

予
想
さ
れ
る
時
、
早
め
に
心
構
え
を
高
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
5
日
先
ま
で
の
大

雨
警
報
等
の
発
表
の
可
能
性
を
﹇
高
﹈

﹇
中
﹈
の
2
段
階
で
提
供
し
ま
す
。

②
警
報
・
注
意
報
の
発
表
時
に
、
い
つ
危

険
度
が
高
ま
る
の
か
を
確
認
で
き
る
よ

う
、
最
大
24
時
間
先
ま
で
の
危
険
度
の
予

想
を
色
分
け
表
示
し
て
提
供
し
ま
す
。

③
こ
れ
ま
で
大
雨
・
洪
水
警
報
等
の
発
表

基
準
に
用
い
て
き
た
雨
量
に
代
え
て
、
災

害
発
生
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
「
指
数
」

（
土
壌
雨
量
指
数
、
表
面
雨
量
指
数
、
流

域
雨
量
指
数
）
を
用
い
る
よ
う
に
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
災
害
特
性
を

一
層
考
慮
し
た
、
よ
り
的
確
な
警
報
･
注

意
報
を
提
供
し
ま
す
。

④
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き

に
、
ど
こ
で
実
際
に
危
険
度
が
高
ま
っ
て

い
る
の
か
を
地
図
上
に
色
分
け
表
示
し
ま

す
。
例
え
ば
、
「
洪
水
警
報
の
危
険
度
分

布
」
で
は
、
中
小
河
川
の
急
激
な
増
水
に

よ
る
危
険
度
の
高
ま
り
も
実
際
に
水
位
が

上
昇
す
る
よ
り
前
の
早
い
段
階
か
ら
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
改
善
し
た
情
報
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
警
報
･
注
意
報
等
が
発
表
さ
れ
た
時
に

は
、
い
つ
・
ど
こ
で
災
害
発
生
の
危
険
度

が
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
の
か
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
早
め
の
安
全
確
保
行
動

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
前
橋
地
方
気
象
台

☎
0
2
7
―
8
9
6
―
1
2
2
0

●
目
的
　
聴
覚
障
害
者
（
中
途
失
聴
者
・

難
聴
者
）
が
、
自
ら
の
障
害
を
受
容
し
、

仲
間
と
の
交
流
を
進
め
、
社
会
へ
の
参
加

が
積
極
的
に
行
え
る
よ
う
支
援
し
、
周
囲

の
方
と
共
に
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
の
増
進

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
主
催
　
群
馬
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

●
対
象
者
　
県
内
に
居
住
す
る
聞
こ
え
に

不
自
由
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
・
支
援

者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
人
な

ど
関
心
の
あ
る
方
。

●
内
容
　
聞
こ
え
に
く
い
事
へ
の
理
解
と

ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

を
学
ぶ
。

●
定
員
・
参
加
費
　80
名
　
無
料

●
日
時
・
会
場

　平
成
29
年
10
月
14
日

（
士
） 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階

2
0
3
A
B
会
議
室
（
前
橋
市
新
前
橋
町

13
―
12
）

●
受
講
申
し
込
み
方
法
及
び
申
込
先

左
記
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
F
A
X
か

メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

①
住
所
　
②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
　
③
性

別
　
④
F
A
X
ま
た
は
T
E
L
番
号
　
⑤

聴
覚
障
害
の
有
無
（
無
の
場
合
は
聴
覚
障

害
者
と
の
関
係
）

●
申
込
先
　〒
3
7
1
―
0
8
4
3 

前

橋
市
新
前
橋
町
13
―
12 

群
馬
県
社
会
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階

群
馬
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ザ

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
啓
発
講
座
係

●
申
し
込
み
受
付
期
間
　平
成
29
年
9
月

11
日
（
月
）
〜
10
月
10
日
（
火
）
必
着

●
そ
の
他
　
不
明
な
点
は
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ザ

〒
3
7
1
―
0
8
4
3 

前
橋
市
新
前
橋

町
13
―
12
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
3
階

☎
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
3

℻
0
2
7
―
2
5
5
―
6
6
3
4

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低
価
格
な

の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新
薬
と
同
じ
と

認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬
品
の
こ
と
で

す
。
新
薬
に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代

を
節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の
で
、
医
師

や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、
ご
利
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

は
、
国
保
係
の
窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま

す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
て

も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い
場
合
や
取
扱

い
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

福
祉
保
険
課
　
国
保
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
1
（
直
通
）

　
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害
の
た

め
、
日
常
生
活
に
著
し
い
支
障
が
あ
る
在

宅
の
高
齢
者
を
介
護
す
る
方
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
、
在
宅
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　
平
成
29
年
8
月
1
日
現
在
で
、
次
の
⑴

お
よ
び
⑵
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
在
宅

の
寝
た
き
り
又
は
認
知
症
の
高
齢
者
を
居

宅
に
お
い
て
1
年
以
上
継
続
し
て
介
護
し

て
い
る
方

⑴
町
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
が
65
歳
以

上
で
あ
る
こ
と

⑵
要
介
護
4
又
は
5
に
相
当
す
る
状
態
が

1
年
以
上
継
続
し
、
平
成
28
年
8
月
1
日

か
ら
平
成
29
年
7
月
31
日
ま
で
の
期
間
中

に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
お
よ
び
入
院
等
に
よ

り
在
宅
生
活
を
離
れ
た
期
間
が
通
算

1
0
0
日
を
超
え
な
い
方

●
支
給
金
額
　
8
0
、
0
0
0
円

※
該
当
さ
れ
た
方
へ
の
支
給
は
12
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

●
申
請
期
間
　
9
月
4
日
（
月
）
〜
29
日

（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課 

包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
）

　
平
成
29
年
9
月
1
日
現
在
で
下
仁
田
町

に
住
所
を
有
し
、
平
成
29
年
1
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
の
期
間
で
左
記
の
年
齢
に
該

当
す
る
方
へ
敬
老
祝
金
を
支
給
し
、
長
寿

を
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

※
支
給
対
象
の
方
が
入
院
、
入
所
等
の
理

由
で
不
在
の
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
福

祉
保
険
課
包
括
支
援
係
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4
（
直
通
）
　

支給年齢

80歳

85歳

90歳

95歳

101歳以上

支給額

5,000円

10,000円

　　 支給日

地区の民生委員を
通じて、「敬老の
日」を中心に支給
します。

広
報しもにた

お知らせ版お知らせ版

無
料
法
律
相
談

平
成
29
年
度
群
馬
県
聴
覚

障
害
者
の
た
め
の
啓
発
講
座

実
施
要
項

健
康
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

秋
の
連
休

お
子
様
ご
招
待
ボ
ウ
リ
ン
グ

家
族
と
一緒
に
楽
し
め
る
入
場
無
料
の

大
型
野
外
イ
ベ
ン
ト

【
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル
】

が
開
催
さ
れ
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

介
護
慰
労
金
の
支
給
し
ま
す

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す

気
象
災
害
か
ら
命
を
守
る

た
め
に
気
象
警
報
が
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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SHIMONITA　INFOMATION

　「
秋
葉
山
、
ゴ
シ
ュ
ウ
山
」へ
の
町
民
ハ

イ
キ
ン
グ
を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
友
達
・
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
10
月
15
日
（
日
）

●
集
合
場
所
　
旧
小
坂
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

●
集
合
時
間
　
午
前
9
時
　
　

バ
ス
：
初
鳥
屋
線
　
下
仁
田
8
時
30
分
発

　
山
口
下
車

●
募
集
人
数
　
30
人

●
持
ち
物
　
バ
ス
代
金
・
雨
具
・
軍
手
・

タ
オ
ル
・
飲
料
水
・
弁
当
・
保
険
証
・
ビ

ニ
ー
ル
袋
等
（
※
ス
カ
ー
ト
・
革
靴
で
の

参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

●
問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
山
岳
部
長
　
荒
木
宅

☎
82
―
5
8
8
3

　
町
で
は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
を
対
象
に
保
養
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
梨
狩
り
は
も
ぎ
と
り
が
出
来
な
く
て
も

大
丈
夫
で
す
。
歩
き
に
自
信
が
な
い
方
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
平
成
29
年
10
月
19
日
（
木
）

役
場
発
　
9
時

役
場
着
　
16
時
（
予
定
）

●
内
容
　
午
前
：
伊
勢
崎
市
小
菊
の
里
の

散
策

昼
食
：
県
庁
「
日
本
料
理
く
ろ
松
」

ラ
ン
チ
コ
ー
ス

午
後
：
里
見
に
て
梨
狩
り

（
お
み
や
げ
付
）

●
募
集
人
数
　
25
名

●
参
加
資
格
　
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
で
、
今
年
度
町
民
税
非
課
税
の
方

※
前
年
度
以
前
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方

は
、
応
募
状
況
に
よ
り
、
ご
参
加
い
た
だ

け
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
参
加
費
用
　
昼
食
代
、

梨
狩
り
代
は
無
料

●
申
込
み
先
　
各
地
域
の
民
生
委
員
ま
た

は
包
括
支
援
係

●
締
め
切
り
　
9
月
20
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
4
戸
（
平
成
29
年
度
建

設
）

●
間
取
り
　
木
造
2
階
建
　
3
D
K
　
約

83
・
74
㎡

●
家
賃
　
未
定
（
所
得
に
応
じ
て
算
出
）

※
家
賃
に
つ
い
て
は
、
10
月
1
日
号
の
広

報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
駐
車
場
　
あ
り
　
月
額
1
台
1
、
6
2

0
円 

●
共
益
費
（
浄
化
槽
管
理
費
）
　
3
、

3
0
0
円

●
資
格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親
族
用
件
等

●
敷
金
　
家
賃
の
3
カ
月
分

●
受
付
日
時
　
10
月
2
日
（
月
）
〜
13
日

（
金
）

平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

●
入
居
予
定
　
申
込
み
し
た
月
の
月
末

（
最
短
の
場
合
）

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
（
平
成
28
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

●
住
宅
種
別
　
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
（
勤

労
者
）
住
宅

●
募
集
戸
数
　
1
戸
（
平
成
23
年
度
建

設
）

●
間
取
り
　
1
D
K
　
延
床
面
積
44
・
71

㎡●
家
賃
　
2
6
、
0
0
0
円
（
定
額
） 

●
共
益
費
　浄
化
槽
管
理
費
　
月
額
3
、

8
0
0
円

●
駐
車
場
　
な
し

●
資
格
　
町
内
に
転
入
予
定
又
は
転
入
後

3
年
以
内
の
者
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

●
敷
金
　
家
賃
の
3
カ
月
分

●
入
居
期
間
　
2
年
以
内

●
受
付
日
時
　
9
月
1
日
（
金
）
〜
13
日

（
水
）

平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

●
入
居
予
定
　
9
月
下
旬
（
最
短
の
場

合
）

　
募
集
戸
数
よ
り
申
し
込
み
が
多
い
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
（
平
成
28
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

　
し
も
に
た
相
談
ル
ー
ム
で
は
、
悩
み
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方
の
相
談

に
の
っ
て
い
ま
す
。

　
何
か
気
が
か
り
な
事
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談

員
に
話
を
す
る
だ
け
で
元
気
が
出
た
り
、

解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
っ
た
り
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、

安
心
し
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
予
約
受
付
時
間

平
日
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

●
連
絡
方
法

①
直
通
電
話
で
申
し
込
む

☎
0
8
0
―
6
5
1
2
―
8
0
4
2

②
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
申
し
込
む

☎
82
―
2
1
1
5
　  

　
下
仁
田
町
景
観
条
例
に
よ
り
、
次
に
該

当
す
る
場
合
に
は
町
へ
の
届
出
が
必
要
で

す
。

「
住
宅
等
及
び
工
作
物
（
柵
・
塀
・
門
）

の
新
築
、
増
改
築
、
移
転
、
撤
去
、
外
観

の
修
繕
、
外
観
の
模
様
替
え
、
外
観
の
色

彩
の
変
更
（
屋
根
・
壁
等
）
」

　
建
築
確
認
の
届
出
を
す
る
前
に
、
町
へ

景
観
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
の
景
観
計
画
に
適
合
し
な
い
と
み
な

さ
れ
る
建
築
物
等
に
は
、
町
か
ら
指
導
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
風
景
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
の
制
度
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
事
務
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課 

管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た

場
合
に
は
、
買
主
は
市
町
村
を
経
由
し
て

県
知
事
あ
て
に
届
出
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
面
積

市
街
化
区
域
内
：
2
、
0
0
0
㎡
以
上

市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
：

5
、
0
0
0
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
外
：
1
0
、0
0
0
㎡
以
上

●
届
出
期
間
　
売
買
契
約
を
締
結
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
2
週
間
以
内

●
届
出
先
　
売
買
し
た
土
地
の
所
在
す
る

市
役
所
・
町
村
役
場

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
庁
地
域
政
策
課

☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
3
6
6

下
仁
田
町
役
場
地
域
創
生
課
地
域
創
生
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
9

　土
地
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
限
ら
れ
た

貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
日
常
生
活
や
経
済

活
動
に
欠
か
せ
な
い
基
盤
で
す
。
そ
こ

で
、
皆
さ
ん
に
土
地
に
つ
い
て
の
関
心
を

高
め
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と

「
土
地
月
間
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
ち
な
み
、
県
・
（
公
社
）
群
馬
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会
で
は
、
県
内
10
会
場
で

土
地
価
格
な
ど
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
5
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

●
会
場

前
橋
会
場
　
前
橋
市
役
所（
前
橋
市
大
手
町
）

高
崎
会
場
　
高
崎
市
役
所（
高
崎
市
高
松
町
）

桐
生
会
場
　
桐
生
市
役
所（
桐
生
市
織
姫
町
）

伊
勢
崎
会
場
　
伊
勢
崎
市
役
所（
伊
勢
崎

市
今
泉
町
）

太
田
会
場
　
太
田
市
役
所（
太
田
市
浜
町
）

沼
田
会
場
　
沼
田
市
役
所（
沼
田
市
西
倉

内
町
）

館
林
会
場
　
館
林
市
役
所（
館
林
市
城
町
）

渋
川
会
場
　
渋
川
市
役
所
第
二
庁
舎（
渋

川
市
石
原
）

藤
岡
会
場
　
藤
岡
市
役
所（
藤
岡
市
中
栗
須
）

富
岡
会
場
　
富
岡
市
役
所（
富
岡
市
富
岡
）

●
内
容
　
不
動
産
鑑
定
士
が
、
土
地
・
建

物
価
格
や
地
代
、
家
賃
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
庁
地
域
政
策
課

☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
3
6
6

（
公
社
）
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
0
2
7
―
2
4
3
―
3
0
7
7

　
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
近

づ
い
て
い
ま
す
。

　
請
求
期
限
は
、
平
成
30
年
4
月
2
日
ま

で
で
す
。

　
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
け
る
権
利
が

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

●
国
債
の
名
称
　
第
十
回
特
別
弔
慰
金
国

庫
債
券
「
い
」
号

●
支
給
総
額
　
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還

の
記
名
国
債

●
支
給
対
象
者
　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当

時
の
遺
族
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
現

在
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
序
に

よ
る
先
順
位
の
遺
族
1
人
で
す
。

（
1
）
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
、

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
」
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

（
2
）
戦
没
者
等
の
子

（
3
）
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
に
生
計
を

共
に
し
て
い
た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
（
婚
姻
や
養
子
縁
組
に
よ
り
、
平

成
27
年
4
月
1
日
現
在
で
氏
が
変
わ
っ
て

い
る
人
は
除
く
）

（
4
）
（
3
）
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

（
5
）
（
1
）
〜
（
4
）
以
外
の
3
親
等

内
の
親
族
（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
1
年
以
上
生
計
を
共
に
し
て
い

た
人
に
限
る
）
具
体
的
に
は
、
叔
父
叔

母
・
甥
姪

●
請
求
者
が
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
に

亡
く
な
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
相
続
人
請

求
が
で
き
ま
す
の
で
、
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
持
参
す
る
も
の
　
①
印
鑑
　
②
手
数
料

（
戸
籍
抄
本
等
交
付
手
数
料
）
　
③
前
回

申
請
さ
れ
た
方
は
、
「
裁
定
通
知
書
」
　

④
個
人
番
号
が
わ
か
る
も
の

●
請
求
窓
口
　
福
祉
保
険
課
　
福
祉
係

（
請
求
者
の
住
所
を
有
す
る
役
所
）

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
保
険
課 

福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3
（
直
通
）

し
も
に
た
相
談
ル
ー
ム

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
土
地
売
買
等
届
出
書
）

10
月
は
土
地
月
間
で
す

〜
10
会
場
で
土
地
価
格
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
無
料
相
談
会
を
開
催
〜

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
保
養
事
業

〜
県
庁
の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で

　
昼
食
＆
秋
を

　
　
　
満
喫
し
ま
せ
ん
か
〜

広
報しもにた

お知らせ版お知らせ版

秋
の
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

（
歩
け
歩
け
）

住
宅
や
工
作
物
の
建
築・増
改

築
等
を
す
る
際
は
町
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か

町
営
伊
勢
山
下
団
地

新
築
住
宅
入
居
者
募
集

〜
10
月
か
ら
入
居
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
〜

下
町
住
宅
入
居
者
募
集

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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SHIMONITA　INFOMATION

　「
秋
葉
山
、
ゴ
シ
ュ
ウ
山
」へ
の
町
民
ハ

イ
キ
ン
グ
を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
友
達
・
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
10
月
15
日
（
日
）

●
集
合
場
所
　
旧
小
坂
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

●
集
合
時
間
　
午
前
9
時
　
　

バ
ス
：
初
鳥
屋
線
　
下
仁
田
8
時
30
分
発

　
山
口
下
車

●
募
集
人
数
　
30
人

●
持
ち
物
　
バ
ス
代
金
・
雨
具
・
軍
手
・

タ
オ
ル
・
飲
料
水
・
弁
当
・
保
険
証
・
ビ

ニ
ー
ル
袋
等
（
※
ス
カ
ー
ト
・
革
靴
で
の

参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

●
問
い
合
わ
せ

町
体
育
協
会
山
岳
部
長
　
荒
木
宅

☎
82
―
5
8
8
3

　
町
で
は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
を
対
象
に
保
養
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
梨
狩
り
は
も
ぎ
と
り
が
出
来
な
く
て
も

大
丈
夫
で
す
。
歩
き
に
自
信
が
な
い
方
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
平
成
29
年
10
月
19
日
（
木
）

役
場
発
　
9
時

役
場
着
　
16
時
（
予
定
）

●
内
容
　
午
前
：
伊
勢
崎
市
小
菊
の
里
の

散
策

昼
食
：
県
庁
「
日
本
料
理
く
ろ
松
」

ラ
ン
チ
コ
ー
ス

午
後
：
里
見
に
て
梨
狩
り

（
お
み
や
げ
付
）

●
募
集
人
数
　
25
名

●
参
加
資
格
　
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
で
、
今
年
度
町
民
税
非
課
税
の
方

※
前
年
度
以
前
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方

は
、
応
募
状
況
に
よ
り
、
ご
参
加
い
た
だ

け
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
参
加
費
用
　
昼
食
代
、

梨
狩
り
代
は
無
料

●
申
込
み
先
　
各
地
域
の
民
生
委
員
ま
た

は
包
括
支
援
係

●
締
め
切
り
　
9
月
20
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
8
8
0
4

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
4
戸
（
平
成
29
年
度
建

設
）

●
間
取
り
　
木
造
2
階
建
　
3
D
K
　
約

83
・
74
㎡

●
家
賃
　
未
定
（
所
得
に
応
じ
て
算
出
）

※
家
賃
に
つ
い
て
は
、
10
月
1
日
号
の
広

報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
駐
車
場
　
あ
り
　
月
額
1
台
1
、
6
2

0
円 

●
共
益
費
（
浄
化
槽
管
理
費
）
　
3
、

3
0
0
円

●
資
格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親
族
用
件
等

●
敷
金
　
家
賃
の
3
カ
月
分

●
受
付
日
時
　
10
月
2
日
（
月
）
〜
13
日

（
金
）

平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

●
入
居
予
定
　
申
込
み
し
た
月
の
月
末

（
最
短
の
場
合
）

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
（
平
成
28
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

●
住
宅
種
別
　
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
（
勤

労
者
）
住
宅

●
募
集
戸
数
　
1
戸
（
平
成
23
年
度
建

設
）

●
間
取
り
　
1
D
K
　
延
床
面
積
44
・
71

㎡●
家
賃
　
2
6
、
0
0
0
円
（
定
額
） 

●
共
益
費
　浄
化
槽
管
理
費
　
月
額
3
、

8
0
0
円

●
駐
車
場
　
な
し

●
資
格
　
町
内
に
転
入
予
定
又
は
転
入
後

3
年
以
内
の
者
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

●
敷
金
　
家
賃
の
3
カ
月
分

●
入
居
期
間
　
2
年
以
内

●
受
付
日
時
　
9
月
1
日
（
金
）
〜
13
日

（
水
）

平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

●
入
居
予
定
　
9
月
下
旬
（
最
短
の
場

合
）

　
募
集
戸
数
よ
り
申
し
込
み
が
多
い
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入
居
者
全

員
の
所
得
証
明
書
等
（
平
成
28
年
分
）
、

納
税
証
明
書
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要

な
書
類

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

　
し
も
に
た
相
談
ル
ー
ム
で
は
、
悩
み
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方
の
相
談

に
の
っ
て
い
ま
す
。

　
何
か
気
が
か
り
な
事
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談

員
に
話
を
す
る
だ
け
で
元
気
が
出
た
り
、

解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
っ
た
り
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、

安
心
し
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
予
約
受
付
時
間

平
日
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

●
連
絡
方
法

①
直
通
電
話
で
申
し
込
む

☎
0
8
0
―
6
5
1
2
―
8
0
4
2

②
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
申
し
込
む

☎
82
―
2
1
1
5
　  

　
下
仁
田
町
景
観
条
例
に
よ
り
、
次
に
該

当
す
る
場
合
に
は
町
へ
の
届
出
が
必
要
で

す
。

「
住
宅
等
及
び
工
作
物
（
柵
・
塀
・
門
）

の
新
築
、
増
改
築
、
移
転
、
撤
去
、
外
観

の
修
繕
、
外
観
の
模
様
替
え
、
外
観
の
色

彩
の
変
更
（
屋
根
・
壁
等
）
」

　
建
築
確
認
の
届
出
を
す
る
前
に
、
町
へ

景
観
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
の
景
観
計
画
に
適
合
し
な
い
と
み
な

さ
れ
る
建
築
物
等
に
は
、
町
か
ら
指
導
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
風
景
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
の
制
度
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
事
務
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
ガ
ス
水
道
課 

管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た

場
合
に
は
、
買
主
は
市
町
村
を
経
由
し
て

県
知
事
あ
て
に
届
出
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
面
積

市
街
化
区
域
内
：
2
、
0
0
0
㎡
以
上

市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
：

5
、
0
0
0
㎡
以
上

都
市
計
画
区
域
外
：
1
0
、0
0
0
㎡
以
上

●
届
出
期
間
　
売
買
契
約
を
締
結
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
2
週
間
以
内

●
届
出
先
　
売
買
し
た
土
地
の
所
在
す
る

市
役
所
・
町
村
役
場

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
庁
地
域
政
策
課

☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
3
6
6

下
仁
田
町
役
場
地
域
創
生
課
地
域
創
生
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
9

　土
地
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
限
ら
れ
た

貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
日
常
生
活
や
経
済

活
動
に
欠
か
せ
な
い
基
盤
で
す
。
そ
こ

で
、
皆
さ
ん
に
土
地
に
つ
い
て
の
関
心
を

高
め
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と

「
土
地
月
間
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
ち
な
み
、
県
・
（
公
社
）
群
馬
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会
で
は
、
県
内
10
会
場
で

土
地
価
格
な
ど
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
5
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

●
会
場

前
橋
会
場
　
前
橋
市
役
所（
前
橋
市
大
手
町
）

高
崎
会
場
　
高
崎
市
役
所（
高
崎
市
高
松
町
）

桐
生
会
場
　
桐
生
市
役
所（
桐
生
市
織
姫
町
）

伊
勢
崎
会
場
　
伊
勢
崎
市
役
所（
伊
勢
崎

市
今
泉
町
）

太
田
会
場
　
太
田
市
役
所（
太
田
市
浜
町
）

沼
田
会
場
　
沼
田
市
役
所（
沼
田
市
西
倉

内
町
）

館
林
会
場
　
館
林
市
役
所（
館
林
市
城
町
）

渋
川
会
場
　
渋
川
市
役
所
第
二
庁
舎（
渋

川
市
石
原
）

藤
岡
会
場
　
藤
岡
市
役
所（
藤
岡
市
中
栗
須
）

富
岡
会
場
　
富
岡
市
役
所（
富
岡
市
富
岡
）

●
内
容
　
不
動
産
鑑
定
士
が
、
土
地
・
建

物
価
格
や
地
代
、
家
賃
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
庁
地
域
政
策
課

☎
0
2
7
―
2
2
6
―
2
3
6
6

（
公
社
）
群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
0
2
7
―
2
4
3
―
3
0
7
7

　
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
近

づ
い
て
い
ま
す
。

　
請
求
期
限
は
、
平
成
30
年
4
月
2
日
ま

で
で
す
。

　
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
け
る
権
利
が

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

●
国
債
の
名
称
　
第
十
回
特
別
弔
慰
金
国

庫
債
券
「
い
」
号

●
支
給
総
額
　
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還

の
記
名
国
債

●
支
給
対
象
者
　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当

時
の
遺
族
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
現

在
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
序
に

よ
る
先
順
位
の
遺
族
1
人
で
す
。

（
1
）
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
、

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
」
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

（
2
）
戦
没
者
等
の
子

（
3
）
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
に
生
計
を

共
に
し
て
い
た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
（
婚
姻
や
養
子
縁
組
に
よ
り
、
平

成
27
年
4
月
1
日
現
在
で
氏
が
変
わ
っ
て

い
る
人
は
除
く
）

（
4
）
（
3
）
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

（
5
）
（
1
）
〜
（
4
）
以
外
の
3
親
等

内
の
親
族
（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
1
年
以
上
生
計
を
共
に
し
て
い

た
人
に
限
る
）
具
体
的
に
は
、
叔
父
叔

母
・
甥
姪

●
請
求
者
が
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
に

亡
く
な
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
相
続
人
請

求
が
で
き
ま
す
の
で
、
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
持
参
す
る
も
の
　
①
印
鑑
　
②
手
数
料

（
戸
籍
抄
本
等
交
付
手
数
料
）
　
③
前
回

申
請
さ
れ
た
方
は
、
「
裁
定
通
知
書
」
　

④
個
人
番
号
が
わ
か
る
も
の

●
請
求
窓
口
　
福
祉
保
険
課
　
福
祉
係

（
請
求
者
の
住
所
を
有
す
る
役
所
）

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
保
険
課 

福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3
（
直
通
）

し
も
に
た
相
談
ル
ー
ム

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

（
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
土
地
売
買
等
届
出
書
）

10
月
は
土
地
月
間
で
す

〜
10
会
場
で
土
地
価
格
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
無
料
相
談
会
を
開
催
〜

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
保
養
事
業

〜
県
庁
の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で

　
昼
食
＆
秋
を

　
　
　
満
喫
し
ま
せ
ん
か
〜

広
報しもにた

お知らせ版お知らせ版

秋
の
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

（
歩
け
歩
け
）

住
宅
や
工
作
物
の
建
築・増
改

築
等
を
す
る
際
は
町
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か

町
営
伊
勢
山
下
団
地

新
築
住
宅
入
居
者
募
集

〜
10
月
か
ら
入
居
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
〜

下
町
住
宅
入
居
者
募
集

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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SHIMONITA　INFOMATION

●
孫
（
息
子
）
を
か
た
り
、
「
風
邪
を
引

い
て
声
が
変
わ
っ
た
。
明
日
病
院
へ
行

く
。
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
か
ら

新
し
い
番
号
を
登
録
し
て
。
」
な
ど
と
電

話
が
あ
っ
た
。

●
翌
日
、
再
び
電
話
が
あ
り
、
「
会
社
の

お
金
が
入
っ
た
カ
バ
ン
を
病
院
で
盗
ま
れ

て
し
ま
っ
た
。
バ
レ
た
ら
首
に
な
る
の
で

誰
に
も
言
わ
ず
に
お
金
を
貸
し
て
も
ら
え

な
い
か
。
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
。

●
孫
（
息
子
）
が
家
ま
で
お
金
を
取
り
に

来
る
と
言
う
の
で
、
お
金
を
準
備
し
て

待
っ
て
い
る
と
「
急
用
で
取
り
に
行
け
な

く
な
っ
た
か
ら
、
代
わ
り
に
上
司
の
息
子

が
取
り
に
行
く
か
ら
。
」
と
電
話
が
あ

り
、
自
宅
に
や
っ
て
来
た
見
知
ら
ぬ
人
に

お
金
を
渡
し
て
し
ま
っ
た
。

※
試
験

●
日
時
　
11
月
19
日
（
日
）
甲
種
、
乙

種
、
丙
種
、
午
前
9
時
か
ら

●
会
場
　
高
崎
工
業
高
校
ほ
か

書
面
申
請

●
受
付
期
間
　
9
月
28
日
（
木
）
〜
10
月
11

日
（
水
）
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

●
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま
た
は
下

仁
田
消
防
署

電
子
申
請
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
）

●
受
付
期
間
　
9
月
25
日
（
月
）
〜
10
月

8
日
（
日
）
で
あ
り
、
受
付
期
間
中
は
、

24
時
間
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
準
備
講
習
会

●
日
時
　
10
月
23
日
（
月
）
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時

●
会
場
　
広
域
消
防
本
部
3
階
会
議
室

●
受
付
期
間
　
9
月
28
日
（
木
）
〜
10
月
11

日
（
水
）
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

●
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま
た
は
下

仁
田
消
防
署

●
受
講
料
　
9
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
・
例
題
集
代
を
含
む
）

　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
広
域
消
防
本
部

予
防
課
危
険
物
係
に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

☎
0
2
7
4
―
62
―
4
3
0
6

　
群
馬
県
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
消

防
団
員
を
地
域
を
あ
げ
て
応
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、
消
防
団
員
の
増
加
・
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
消
防
団
員

に
優
遇
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

店
舗
「
ぐ
ん
ま
消
防
団
応
援
の
店
」
を
募

集
し
ま
す
。

●
制
度
開
始
　
平
成
29
年
10
月
１
日

●
優
遇
サ
ー
ビ
ス
例
　
・
ラ
イ
ス
大
盛
り

無
料
・
店
内
ポ
イ
ン
ト
２
倍
・
購
入
金
額

の
５
％
割
引
な
ど

※
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
は
、
登
録
店
舗

数
が
任
意
に
設
定
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
優
遇
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
費
用
は
、
登

録
店
舗
様
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
応
援
の
店
に
登
録
す
る
と
こ
ん
な
い
い

こ
と
が
…
県
下
１
万
人
を
超
え
る
消
防
団

員
が
新
た
な
顧
客
獲
得
の
対
象
に
！
地
域

貢
献
店
舗
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
！

※
登
録
店
舗
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
、
店
舗
に
登
録
表
示
証
を
掲
出
で

き
ま
す
。

是
非
あ
な
た
の
お
店
も
消
防
「
応
援
」
団

に
！
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
総
務
部
消
防
保
安
課
消
防
係

☎
０
２
７
―
８
９
７
―
２
６
８
６

☎
０
２
７
―
２
２
１
―
０
１
５
８

　
「
い
じ
め
」
「
児
童
虐
待
」
「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
起

こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ
適
切
な

助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
21
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

●
日
時
　
10
月
３
日
（
火
）
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
　
１
０
３
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係
（
☎
82

―
２
１
１
０
総
務
課
直
通
）

　法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
来
る
9
月
4
日
（
月
）
か
ら
同
月
10

日
（
日
）
ま
で
の
一
週
間
を
「
高
齢
者
・
障

害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
強
化
週
間
」
と

し
て
、
虐
待
等
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

に
関
す
る
相
談
・
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
の
電

話
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
」
専
用
電
話
番
号
は

全
国
共
通

☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

※
一
部
の
I
P
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

　
受
付
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
は
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で

　
土
曜
日
と
日
曜
日
は
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で

　
対
応
は
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員

が
当
た
り
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
2
7
―
2
2
1
―
4
4
6
6（
代
表
）

℻
0
2
7
―
2
2
0
―
4
2
0
8

担
当
　
石
巻
・
平
田

　
平
成
30
年
度
学
生
募
集
か
ら
、
准
看
護
学

校
を
卒
業
後
2
年
未
満
の
方
で
あ
れ
ば
、
推

薦
入
学
試
験
に
出
願
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
准
看
護
師
免
許
は
必
須
）
。

　
成
績
等
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当

校
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
働
き
な
が
ら
看
護
師
資
格
を
取
得
し
た

い
准
看
護
師
の
皆
様
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

w
ind.co.jp/tom

icare

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

立
富
岡
看
護
専
門
学
校

〒
3
7
0
―
2
3
4
3
　
富
岡
市
七
日
市

5
5
3
番
地
1

☎
0
2
7
4
―
64
―
1
6
8
4

℻
0
2
7
4
―
62
―
1
7
7
8

E-m
ail tom

icare@
m
ail.w

ind.co.jp

　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
・
家

庭
内
暴
力
・
発
達
障
害
な
ど
子
ど
も
の
問

題
や
、
子
育
て
で
お
悩
み
の
方
、
ひ
と
り

で
悩
ま
な
い
で
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
10
月
1
日
（
日
）
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
4
時
15
分

●
場
所
　
高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
第
1
部
　
体
験
談
と
質
疑
応
答

　
第
2
部
　
自
律
訓
練
法
と
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
講
師
　
金
盛
浦
子
（
東
京
心
理
教
育
研

究
所
所
長
・
臨
床
心
理
士
）

●
定
員
　
3
0
0
人
（
申
込
み
制
）

●
参
加
料
　
無
料

●
保
育
　
第
1
部
の
み
要
申
込
み

●
問
い
合
わ
せ
　
電
話
又
は
F
A
X
で

N
P
O
法
人
S
E
P
Y
（
セ
ピ
ィ
）
倶
楽
部

☎
03
―
3
9
4
2
―
5
0
0
6

（
火
〜
土
曜
10
時
30
分
〜
15
時
）

℻
03
―
5
9
4
0
―
4
0
3
0

　
9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
こ

の
日
を
含
む
一
週
間
が「
救
急
医
療
週
間
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
不
慮
の
事
故
や

急
病
か
ら
大
切
な
生
命
を
守
る
に
は
、
適

切
な
応
急
手
当
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
「
救
急
の
日
」
の
行
事
と
し
て

医
療
講
演
会
と
救
急
実
技
講
習
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
講
習
会
で
は
、

A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使

用
方
法
も
含
め
た
実
技
指
導
を
行
い
ま

す
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
主
催

富
岡
市
甘
楽
郡
医
師
会
・
富
岡
市
・
富
岡

甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
消
防

本
部

●
日
時

平
成
29
年
9
月
9
日
（
土
）
午
後
1
時
30

分
〜
午
後
4
時
ま
で

●
会
場

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
講
演

1
演
題
　
「
乳
が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」

　
講
師
　
高
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　

　
　
　
　
高
井
良
樹
　
先
生

2
演
題
　
「
脳
血
管
障
害
に
つ
い
て
」

　
講
師
　
公
立
富
岡
総
合
病
院

　
　
　
　
検
診
セ
ン
タ
ー
主
任
医
長

　
　
　
　
岡
本
一
真
　
先
生

3
寸
劇
　
「
空
前
絶
後
の
A
E
D
講
習
」

　
富
岡
消
防
署
職
員

4
実
技
指
導
　「
お
ぼ
え
よ
う
応
急
手
当
」

　
富
岡
消
防
署
職
員

●
参
加
費
　
無
料

●
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
（
希
望
者
は
9
月

8
日
（
金
）
ま
で
に
予
約
し
て
下
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
64
―
1
9
0
1

　
循
環
器
外
来
が
、
９
月
15
日
（
金
）
及

び
９
月
29
日
（
金
）
休
診
と
な
り
ま
す
。

　
代
診
と
し
て
９
月
27
日
（
水
）
診
療
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
皮
膚
科
が
、
９
月
８

日
（
金
）
休
診
と
な
り
、
代
診
と
し
て
９

月
11
日
（
月
）
診
療
を
行
い
ま
す
。
（
都

合
に
よ
り
、
休
診
に
な
る
診
療
科
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
）
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
９
月
15

日
（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不
在

に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
認
知
症
に
つ

い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
、
地
域
の
皆
様

と
療
養
病
棟
に
入
院
さ
れ
て
い
る
方
や
ご

家
族
の
方
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
 

　
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

●
日
時
　
平
成
29
年
10
月
19
日
（
木
）
　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
15
分

●
会
場
　
下
仁
田
厚
生
病
院
　
療
養
病
棟

２
階
　
食
堂

●
内
容
　

１
「
頭
と
体
を
使
っ
て
認
知
症
を
予
防
し

よ
う
」

２
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
」

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
出
か
け
下
さ

い
。
※
ご
希
望
に
よ
り
、
一
般
病
棟
の
見

学
も
で
き
ま
す
。

●
参
加
費
　
無
料

●
会
場
準
備
の
都
合
上
、
事
前
に
電
話
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

●
申
し
込
み
先
　
下
仁
田
厚
生
病
院

医
事
課
（
佐
藤
・
石
井
）

☎
０
２
７
４
―
82
―
３
５
５
５

全
国
一斉「
高
齢
者・障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
に
つ
い
て

「
お
母
さ
ん
幸
せ
で
す
か
」

第
39
回
全
国
親
の
会

高
崎
大
会

救
急
医
療
講
演
会・救
急
実
技

講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
療
養
病
棟
の
つ
ど
い
」を

開
催
し
ま
す
。

広
報しもにた

お知らせ版お知らせ版

オ
レ
オ
レ
詐
欺

〜
現
金
手
交
型（
例
）〜

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会

准
看
護
師
か
ら

看
護
師
へ
ス
テ
ッ
プ
！

ぐ
ん
ま
消
防
団

応
援
の
店
募
集

人
権
相
談

行
政
相
談

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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SHIMONITA　INFOMATION

●
孫
（
息
子
）
を
か
た
り
、
「
風
邪
を
引

い
て
声
が
変
わ
っ
た
。
明
日
病
院
へ
行

く
。
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
か
ら

新
し
い
番
号
を
登
録
し
て
。
」
な
ど
と
電

話
が
あ
っ
た
。

●
翌
日
、
再
び
電
話
が
あ
り
、
「
会
社
の

お
金
が
入
っ
た
カ
バ
ン
を
病
院
で
盗
ま
れ

て
し
ま
っ
た
。
バ
レ
た
ら
首
に
な
る
の
で

誰
に
も
言
わ
ず
に
お
金
を
貸
し
て
も
ら
え

な
い
か
。
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
。

●
孫
（
息
子
）
が
家
ま
で
お
金
を
取
り
に

来
る
と
言
う
の
で
、
お
金
を
準
備
し
て

待
っ
て
い
る
と
「
急
用
で
取
り
に
行
け
な

く
な
っ
た
か
ら
、
代
わ
り
に
上
司
の
息
子

が
取
り
に
行
く
か
ら
。
」
と
電
話
が
あ

り
、
自
宅
に
や
っ
て
来
た
見
知
ら
ぬ
人
に

お
金
を
渡
し
て
し
ま
っ
た
。

※
試
験

●
日
時
　
11
月
19
日
（
日
）
甲
種
、
乙

種
、
丙
種
、
午
前
9
時
か
ら

●
会
場
　
高
崎
工
業
高
校
ほ
か

書
面
申
請

●
受
付
期
間
　
9
月
28
日
（
木
）
〜
10
月
11

日
（
水
）
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

●
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま
た
は
下

仁
田
消
防
署

電
子
申
請
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
）

●
受
付
期
間
　
9
月
25
日
（
月
）
〜
10
月

8
日
（
日
）
で
あ
り
、
受
付
期
間
中
は
、

24
時
間
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
準
備
講
習
会

●
日
時
　
10
月
23
日
（
月
）
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時

●
会
場
　
広
域
消
防
本
部
3
階
会
議
室

●
受
付
期
間
　
9
月
28
日
（
木
）
〜
10
月
11

日
（
水
）
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

●
受
付
場
所
　
広
域
消
防
本
部
ま
た
は
下

仁
田
消
防
署

●
受
講
料
　
9
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
・
例
題
集
代
を
含
む
）

　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
広
域
消
防
本
部

予
防
課
危
険
物
係
に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

☎
0
2
7
4
―
62
―
4
3
0
6

　
群
馬
県
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
消

防
団
員
を
地
域
を
あ
げ
て
応
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、
消
防
団
員
の
増
加
・
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
消
防
団
員

に
優
遇
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

店
舗
「
ぐ
ん
ま
消
防
団
応
援
の
店
」
を
募

集
し
ま
す
。

●
制
度
開
始
　
平
成
29
年
10
月
１
日

●
優
遇
サ
ー
ビ
ス
例
　
・
ラ
イ
ス
大
盛
り

無
料
・
店
内
ポ
イ
ン
ト
２
倍
・
購
入
金
額

の
５
％
割
引
な
ど

※
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
は
、
登
録
店
舗

数
が
任
意
に
設
定
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
優
遇
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
費
用
は
、
登

録
店
舗
様
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
応
援
の
店
に
登
録
す
る
と
こ
ん
な
い
い

こ
と
が
…
県
下
１
万
人
を
超
え
る
消
防
団

員
が
新
た
な
顧
客
獲
得
の
対
象
に
！
地
域

貢
献
店
舗
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
！

※
登
録
店
舗
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
、
店
舗
に
登
録
表
示
証
を
掲
出
で

き
ま
す
。

是
非
あ
な
た
の
お
店
も
消
防
「
応
援
」
団

に
！
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
総
務
部
消
防
保
安
課
消
防
係

☎
０
２
７
―
８
９
７
―
２
６
８
６

☎
０
２
７
―
２
２
１
―
０
１
５
８

　
「
い
じ
め
」
「
児
童
虐
待
」
「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
起

こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ
適
切
な

助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
21
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

●
日
時
　
10
月
３
日
（
火
）
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場
　
１
０
３
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係
（
☎
82

―
２
１
１
０
総
務
課
直
通
）

　法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
来
る
9
月
4
日
（
月
）
か
ら
同
月
10

日
（
日
）
ま
で
の
一
週
間
を
「
高
齢
者
・
障

害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
強
化
週
間
」
と

し
て
、
虐
待
等
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

に
関
す
る
相
談
・
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
の
電

話
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
」
専
用
電
話
番
号
は

全
国
共
通

☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

※
一
部
の
I
P
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

　
受
付
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
は
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
7
時
ま
で

　
土
曜
日
と
日
曜
日
は
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で

　
対
応
は
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員

が
当
た
り
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
0
2
7
―
2
2
1
―
4
4
6
6（
代
表
）

℻
0
2
7
―
2
2
0
―
4
2
0
8

担
当
　
石
巻
・
平
田

　
平
成
30
年
度
学
生
募
集
か
ら
、
准
看
護
学

校
を
卒
業
後
2
年
未
満
の
方
で
あ
れ
ば
、
推

薦
入
学
試
験
に
出
願
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
准
看
護
師
免
許
は
必
須
）
。

　
成
績
等
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当

校
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
働
き
な
が
ら
看
護
師
資
格
を
取
得
し
た

い
准
看
護
師
の
皆
様
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

w
ind.co.jp/tom

icare

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

立
富
岡
看
護
専
門
学
校

〒
3
7
0
―
2
3
4
3
　
富
岡
市
七
日
市

5
5
3
番
地
1

☎
0
2
7
4
―
64
―
1
6
8
4

℻
0
2
7
4
―
62
―
1
7
7
8

E-m
ail tom

icare@
m
ail.w

ind.co.jp

　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
・
家

庭
内
暴
力
・
発
達
障
害
な
ど
子
ど
も
の
問

題
や
、
子
育
て
で
お
悩
み
の
方
、
ひ
と
り

で
悩
ま
な
い
で
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
10
月
1
日
（
日
）
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
4
時
15
分

●
場
所
　
高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
第
1
部
　
体
験
談
と
質
疑
応
答

　
第
2
部
　
自
律
訓
練
法
と
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
講
師
　
金
盛
浦
子
（
東
京
心
理
教
育
研

究
所
所
長
・
臨
床
心
理
士
）

●
定
員
　
3
0
0
人
（
申
込
み
制
）

●
参
加
料
　
無
料

●
保
育
　
第
1
部
の
み
要
申
込
み

●
問
い
合
わ
せ
　
電
話
又
は
F
A
X
で

N
P
O
法
人
S
E
P
Y
（
セ
ピ
ィ
）
倶
楽
部

☎
03
―
3
9
4
2
―
5
0
0
6

（
火
〜
土
曜
10
時
30
分
〜
15
時
）

℻
03
―
5
9
4
0
―
4
0
3
0

　
9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
こ

の
日
を
含
む
一
週
間
が「
救
急
医
療
週
間
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
不
慮
の
事
故
や

急
病
か
ら
大
切
な
生
命
を
守
る
に
は
、
適

切
な
応
急
手
当
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
「
救
急
の
日
」
の
行
事
と
し
て

医
療
講
演
会
と
救
急
実
技
講
習
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
講
習
会
で
は
、

A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使

用
方
法
も
含
め
た
実
技
指
導
を
行
い
ま

す
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
主
催

富
岡
市
甘
楽
郡
医
師
会
・
富
岡
市
・
富
岡

甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
消
防

本
部

●
日
時

平
成
29
年
9
月
9
日
（
土
）
午
後
1
時
30

分
〜
午
後
4
時
ま
で

●
会
場

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
講
演

1
演
題
　
「
乳
が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」

　
講
師
　
高
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　

　
　
　
　
高
井
良
樹
　
先
生

2
演
題
　
「
脳
血
管
障
害
に
つ
い
て
」

　
講
師
　
公
立
富
岡
総
合
病
院

　
　
　
　
検
診
セ
ン
タ
ー
主
任
医
長

　
　
　
　
岡
本
一
真
　
先
生

3
寸
劇
　
「
空
前
絶
後
の
A
E
D
講
習
」

　
富
岡
消
防
署
職
員

4
実
技
指
導
　「
お
ぼ
え
よ
う
応
急
手
当
」

　
富
岡
消
防
署
職
員

●
参
加
費
　
無
料

●
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
（
希
望
者
は
9
月

8
日
（
金
）
ま
で
に
予
約
し
て
下
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
64
―
1
9
0
1

　
循
環
器
外
来
が
、
９
月
15
日
（
金
）
及

び
９
月
29
日
（
金
）
休
診
と
な
り
ま
す
。

　
代
診
と
し
て
９
月
27
日
（
水
）
診
療
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
皮
膚
科
が
、
９
月
８

日
（
金
）
休
診
と
な
り
、
代
診
と
し
て
９

月
11
日
（
月
）
診
療
を
行
い
ま
す
。
（
都

合
に
よ
り
、
休
診
に
な
る
診
療
科
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
）
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
９
月
15

日
（
金
）
の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不
在

に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
　
☎
82
―
３
５
５
５

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
認
知
症
に
つ

い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
、
地
域
の
皆
様

と
療
養
病
棟
に
入
院
さ
れ
て
い
る
方
や
ご

家
族
の
方
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
 

　
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

●
日
時
　
平
成
29
年
10
月
19
日
（
木
）
　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
15
分

●
会
場
　
下
仁
田
厚
生
病
院
　
療
養
病
棟

２
階
　
食
堂

●
内
容
　

１
「
頭
と
体
を
使
っ
て
認
知
症
を
予
防
し

よ
う
」

２
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
」

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
出
か
け
下
さ

い
。
※
ご
希
望
に
よ
り
、
一
般
病
棟
の
見

学
も
で
き
ま
す
。

●
参
加
費
　
無
料

●
会
場
準
備
の
都
合
上
、
事
前
に
電
話
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

●
申
し
込
み
先
　
下
仁
田
厚
生
病
院

医
事
課
（
佐
藤
・
石
井
）

☎
０
２
７
４
―
82
―
３
５
５
５

全
国
一斉「
高
齢
者・障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
に
つ
い
て

「
お
母
さ
ん
幸
せ
で
す
か
」

第
39
回
全
国
親
の
会

高
崎
大
会

救
急
医
療
講
演
会・救
急
実
技

講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
療
養
病
棟
の
つ
ど
い
」を

開
催
し
ま
す
。

広
報しもにた

お知らせ版お知らせ版

オ
レ
オ
レ
詐
欺

〜
現
金
手
交
型（
例
）〜

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会

准
看
護
師
か
ら

看
護
師
へ
ス
テ
ッ
プ
！

ぐ
ん
ま
消
防
団

応
援
の
店
募
集

人
権
相
談

行
政
相
談

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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７月に入った新刊図書は次のとおりです。　新刊図書情報
著者名

藤井 清美

池井戸　潤

西村京太郎

新海誠

西山耕一郎

池上彰 増田ユリヤ

著者名

鈴木英治

上田 秀人

洪在徹

原ゆたか

よしむらあきこ

著者名

井田ヒロト

スウィート・ファクトリー

堀内重人

緒方俊雄

麻倉一矢

書名

明治ガールズ 富岡製糸場で青春を

アキラとあきら

十津川警部シリーズ

君の名は。

肺炎がいやなら、のどを鍛えなさい

なぜ世界は右傾化するのか

書名

柳生一刀石 無言殺剣

百万石の留守居役　9　因果

ジャングルのサバイバル３

かいけつゾロリのかいていたんけん

ひらめき！おもしろ！なぞなぞ大百科

はなくそにんじゃ

書名

おまえはまだグンマをしらない8巻

激流のサバイバル

元気なローカル線の作り方

「いい人」をやめる７つの方法

将軍の影法師 葵慎之介シリーズ

平成29年
9月1日発行
402号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
毎
年
恒
例
の
町
民
文
化
講
座
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。
心
温
ま
る
お
話
を
聞
い
て

心
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時 

９
月
３
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

◇
場
所
　
文
化
ホ
ー
ル

◇
講
師
　
声
優
・
歌
手
・
脚
本
家

佐
久
間
レ
イ 

さ
ん

◇
演
題
　
心
の
窓
を
あ
け
て
大
掃
除
！

き
っ
と
忘
れ
て
い
た
大
切
な
も
の
が
見
つ

か
り
ま
す

◇
内
　容
　
●
声
の
出
演
は
、
「
そ
れ
い

け
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
バ
タ
コ
役
、
「
魔

女
の
宅
急
便
」
の
ジ
ジ
役
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

き
ょ
う
の
料
理
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
」
の
高
木
は

つ
江
役
な
ど
多
数
。
●
歌
を
３
〜
４
曲
、

披
露
し
て
い
た
だ
き
、
佐
久
間
さ
ん
の
透

き
通
る
よ
う
な
歌
声
に
う
っ
と
り
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
●
朗
読
劇
で
は
、
佐
久
間

さ
ん
の
「
温
か
い
語
り
」
に
は
、
「
心
が

元
気
に
な
り
ま
し
た
」
、
「
心
が
や
さ
し

く
な
り
、
感
動
し
ま
し
た
」
な
ど
の
声
が

上
が
り
、
世
代
を
問
わ
ず
、
来
場
の
方
の

心
を
い
や
し
て
く
れ
ま
す
。
●
コ
ン
サ
ー

ト
よ
う
な
講
演
会
に
な
り
ま
す
。

◇
チ
ケ
ッ
ト
　
５
０
０
円
。
受
付
窓
口
で

当
日
券
を
販
売
し
ま
す
。
（
完
売
次
第
終

了
）

◇
問
い
合
わ
せ
　
文
化
協
会
事
務
局
（
下

仁
田
町
公
民
館
　
☎
82―

３
５
３
５
）

　
成
人
教
室
と
し
て
、
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
期
日
　
10
月
６
日
、
20
日
（
金
）
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
２
階

調
理
実
習
室

◇
対
象
　
成
　
人

◇
定
員
　
15
名

◇
講
師
　
長
井
美
笑
子
先
生
（
小
坂
）

◇
料
理
内
容
　
季
節
の
身
近
で
手
ご
ろ
な

食
材
を
利
用
し
た
料
理
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

◇
費
用
　
各
１
、
０
０
０
円
前
後

◇
用
意
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

◇
申
込
日
　 

９
月
１
日
（
金
）
〜

◇
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
公
民
館

☎
82―

３
５
３
５

　
見
て
い
る
だ
け
で
心
が
和
む
、
可
愛
い

ち
り
め
ん
細
工
を
作
り
ま
せ
ん
か
？
今
回

の
講
座
で
は
、
「
七
宝
ま
り
と
童
子
」
を

作
り
ま
す
。
和
の
小
物
が
好
き
な
方
、
お

裁
縫
が
好
き
な
方
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◇
期
日
　
10
月
５
日
、
12
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

大
会
議
室

◇
対
象
　
成
人

◇
定
員
　
15
名

◇
講
師
　
斉
藤
文
江
先
生
（
馬
山
）

◇
作
品
　
ち
り
め
ん
細
工

（
七
宝
ま
り
と
童
子
）

◇
費
用
　
１
、
７
０
０
円
（
台
つ
き
）

◇
用
意
す
る
も
の
　
裁
縫
セ
ッ
ト

（
細
め
の
針
、
糸
、
は
さ
み
）

◇
申
込
日
　
９
月
１
日
（
金
）
〜

◇
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
公
民
館

☎
82―

３
５
３
５

　
次
回
の
県
立
図
書
の
入
れ
替
え
は
、
９
月

15
日
（
金
）
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

文
化
講
座
に
お
越
し
く
だ
さ
い

文
化
講
座
に
お
越
し
く
だ
さ
い

料
理
教
室
の
ご
案
内

料
理
教
室
の
ご
案
内

ち
り
め
ん
細
工

教
室
の
ご
案
内

ち
り
め
ん
細
工

教
室
の
ご
案
内

県
立
図
書
の
入
れ
替
え
の

お
知
ら
せ

県
立
図
書
の
入
れ
替
え
の

お
知
ら
せ

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

広
報しもにた

お隣さん情報お隣さん情報公民館だより公民館だより
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著者名

鈴木英治
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著者名
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スウィート・ファクトリー

堀内重人

緒方俊雄

麻倉一矢

書名

明治ガールズ 富岡製糸場で青春を

アキラとあきら

十津川警部シリーズ

君の名は。

肺炎がいやなら、のどを鍛えなさい

なぜ世界は右傾化するのか

書名

柳生一刀石 無言殺剣

百万石の留守居役　9　因果

ジャングルのサバイバル３

かいけつゾロリのかいていたんけん

ひらめき！おもしろ！なぞなぞ大百科

はなくそにんじゃ

書名

おまえはまだグンマをしらない8巻

激流のサバイバル

元気なローカル線の作り方

「いい人」をやめる７つの方法

将軍の影法師 葵慎之介シリーズ

平成29年
9月1日発行
402号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
毎
年
恒
例
の
町
民
文
化
講
座
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。
心
温
ま
る
お
話
を
聞
い
て

心
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時 

９
月
３
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

◇
場
所
　
文
化
ホ
ー
ル

◇
講
師
　
声
優
・
歌
手
・
脚
本
家

佐
久
間
レ
イ 

さ
ん

◇
演
題
　
心
の
窓
を
あ
け
て
大
掃
除
！

き
っ
と
忘
れ
て
い
た
大
切
な
も
の
が
見
つ

か
り
ま
す

◇
内
　容
　
●
声
の
出
演
は
、
「
そ
れ
い

け
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
バ
タ
コ
役
、
「
魔

女
の
宅
急
便
」
の
ジ
ジ
役
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

き
ょ
う
の
料
理
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
」
の
高
木
は

つ
江
役
な
ど
多
数
。
●
歌
を
３
〜
４
曲
、

披
露
し
て
い
た
だ
き
、
佐
久
間
さ
ん
の
透

き
通
る
よ
う
な
歌
声
に
う
っ
と
り
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
●
朗
読
劇
で
は
、
佐
久
間

さ
ん
の
「
温
か
い
語
り
」
に
は
、
「
心
が

元
気
に
な
り
ま
し
た
」
、
「
心
が
や
さ
し

く
な
り
、
感
動
し
ま
し
た
」
な
ど
の
声
が

上
が
り
、
世
代
を
問
わ
ず
、
来
場
の
方
の

心
を
い
や
し
て
く
れ
ま
す
。
●
コ
ン
サ
ー

ト
よ
う
な
講
演
会
に
な
り
ま
す
。

◇
チ
ケ
ッ
ト
　
５
０
０
円
。
受
付
窓
口
で

当
日
券
を
販
売
し
ま
す
。
（
完
売
次
第
終

了
）

◇
問
い
合
わ
せ
　
文
化
協
会
事
務
局
（
下

仁
田
町
公
民
館
　
☎
82―

３
５
３
５
）

　
成
人
教
室
と
し
て
、
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
期
日
　
10
月
６
日
、
20
日
（
金
）
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
２
階

調
理
実
習
室

◇
対
象
　
成
　
人

◇
定
員
　
15
名

◇
講
師
　
長
井
美
笑
子
先
生
（
小
坂
）

◇
料
理
内
容
　
季
節
の
身
近
で
手
ご
ろ
な

食
材
を
利
用
し
た
料
理
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

◇
費
用
　
各
１
、
０
０
０
円
前
後

◇
用
意
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

◇
申
込
日
　 

９
月
１
日
（
金
）
〜

◇
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
公
民
館

☎
82―

３
５
３
５

　
見
て
い
る
だ
け
で
心
が
和
む
、
可
愛
い

ち
り
め
ん
細
工
を
作
り
ま
せ
ん
か
？
今
回

の
講
座
で
は
、
「
七
宝
ま
り
と
童
子
」
を

作
り
ま
す
。
和
の
小
物
が
好
き
な
方
、
お

裁
縫
が
好
き
な
方
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◇
期
日
　
10
月
５
日
、
12
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

◇
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

大
会
議
室

◇
対
象
　
成
人

◇
定
員
　
15
名

◇
講
師
　
斉
藤
文
江
先
生
（
馬
山
）

◇
作
品
　
ち
り
め
ん
細
工

（
七
宝
ま
り
と
童
子
）

◇
費
用
　
１
、
７
０
０
円
（
台
つ
き
）

◇
用
意
す
る
も
の
　
裁
縫
セ
ッ
ト

（
細
め
の
針
、
糸
、
は
さ
み
）

◇
申
込
日
　
９
月
１
日
（
金
）
〜

◇
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
町
公
民
館

☎
82―

３
５
３
５

　
次
回
の
県
立
図
書
の
入
れ
替
え
は
、
９
月

15
日
（
金
）
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

文
化
講
座
に
お
越
し
く
だ
さ
い

文
化
講
座
に
お
越
し
く
だ
さ
い

料
理
教
室
の
ご
案
内

料
理
教
室
の
ご
案
内

ち
り
め
ん
細
工

教
室
の
ご
案
内

ち
り
め
ん
細
工

教
室
の
ご
案
内

県
立
図
書
の
入
れ
替
え
の

お
知
ら
せ

県
立
図
書
の
入
れ
替
え
の

お
知
ら
せ

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

広
報しもにた

お隣さん情報お隣さん情報公民館だより公民館だより
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こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気
に
保
つ

た
め
に
は
、日
頃
か
ら
、趣
味
や
自
分

の
や
り
た
い
事
、普
段
の
生
活
を
続
け

る
事
が
大
切
で
す
。運
動
が
続
け
ら
れ

て
、皆
さ
ん
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
い
こ
い
処
　筋
ト
レ

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

　
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ

デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。直
接

会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、水
分
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
台
風
な
ど
、外
出
が
危
険
な
場
合

は
お
休
み
で
す
。個
々
の
ご
連
絡
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、不
明
の
場
合
は
、

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包
括

支
援
係
　
内
線
３
２
８

貯筋のつどい　日程

９月

6日（水）・
20日（水）

10月

4日（水）・
18日（水）

11月

1日（水）・
15日（水）

12月

6日（水）・
20日（水）

1月

17日（水）

2月

7日（水）・
21日（水）

3月

7日（水）・
22日（木）

　介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に
出
向

き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講
座
や
、
筋
力

ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防
の
運
動
な
ど
を
地
域

の
顔
見
知
り
の
方
々
と
一
緒
に
行
い
、
お

茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
…

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間
　午
前
10
時
か
ら
午
後
12
時

●
対
象
者
　65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
ぶ
ら
の
里

　☎
82
―
０
２
２
２ 

か
ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

川井地区集会所

　９月　６日（水）

　９月２０日（水）

１０月　４日（水）

１０月１８日（水）

１１月　１日（水）

１１月１５日（水）

三ツ瀬集会所

栄養改善講座

認知症講座

認知症予防講座

感染予防講座

手工芸講座

ウォーキング講座

９月１３日（水）

９月２７日（水）

１０月１１日（水）

１０月２５日（水）

１１月　８日（水）

１１月２２日（水）

※原則第１・第３水曜日に実施（祝祭日の際は変更あり）

下仁田町公認キャラクター「にゃくっち」デザイン者、
原嶋友美（旧姓荻野）さんに感謝状の贈呈が行われ
ました。

講座名
会場及び日程

●
会
場
　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

１
階
集
団
検
診
室

●
対
象
　
乳
幼
児
の
両
親
、
祖
父
母
、
子

育
て
に
関
わ
る
地
域
の
皆
さ
ん

●
定
員
　
先
着
20
名
（
託
児
は
乳
幼
児
で

６
〜
７
人
ま
で
お
受
け
で
き
ま
す
）

●
費
用
　
無
料

●
申
込
締
切
　
９
月
29
日
（
金
）
ま
で

●
日
程
・
時
間
・
内
容
・
講
師

※
参
加
希
望
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
　
保
健
予
防
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

子
ど
も
の

救
急
・
救
命
教
室

内容日程

10月　5日
（水）

13時～
15時

子どものかかりやすい
病気と病院の上手な
かかり方について

病気やけがの看病・
応急手当

もみの木こども
クリニック
菊池 修先生

日本赤十字
群馬支部
救急法指導員乳幼児を持つ親の

災害への備えと
対応方法

10時～
12時

10月３１日
（火）

1１月1４日
（火）

時間 講師

　
「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」
と
は
、
コ
グ
ニ
シ

ョ
ン
（
認
知
）
と
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
運

動
）
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
脳
と
体
を
同

時
に
使
う
、
認
知
症
予
防
運
動
で
す
。

　
一
人
暮
ら
し
や
、
外
出
・
交
流
が
少
な

い
人
は
、
友
人
と
週
1
回
会
っ
て
い
る
人

に
比
べ
て
、
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
が
8

倍
に
な
る
と
い
う
調
査
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
、
週
に
1
回
、
コ
グ

ニ
サ
イ
ズ
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
時
　
平
成
30
年 

3
月
ま
で

毎
週
火
曜
ま
た
は
金
曜
（
ど
ち
ら
か
お
選

び
い
た
だ
け
ま
す
）
10
時
〜
12
時 

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館 

●
対
象
　
65
歳
以
上
の
方

●
お
申
し
込
み
期
間
　
9
月
7
日
（
木
） 

〜 

9
月
20
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
包
括
支
援
係
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）

☎
0
2
7
4
―
64
―
８
８
０
４

※
見
学
だ
け
も
可
能
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
参
加
者
の
感
想

・
足
腰
を
は
じ
め
、
体
が
軽
く
な
り
ま
し

た
。

・
以
前
は
簡
単
な
言
葉
も
パ
ッ
と
出
て
こ

な
か
っ
た
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
出
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

・
毎
週
楽
し
く
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
6
月
か
ら
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
と

し
て
入
職
し
ま
し
た
、
綿
貫
梓
で
す
。

　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
主
な
活
動

は
、
認
知
症
に
関
す
る
相
談
や
認
知
症
予

防
事
業
、
認
知
症
の
普
及
啓
発
な
ど
を
行

い
、
認
知
症
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
す

る
こ
と
で
す
。

　
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
、
認
知
症
に
関
す
る
ご
相
談
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
）
参
加
者
募
集

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か

　平成13年「こんにゃく夏祭りマスコットキャラクター」として誕
生、現在、下仁田町公認キャラクターで活躍中のゆるキャラ「にゃ
くっち」をデザインした、原嶋友美さん（当時下仁田西中学校在
学）に、８月１４日に開催された下仁田こんにゃく夏祭り会場にお
いて、あらためて感謝状と記念品が贈呈されました。

広
報しもにた

健康健康
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こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気
に
保
つ

た
め
に
は
、日
頃
か
ら
、趣
味
や
自
分

の
や
り
た
い
事
、普
段
の
生
活
を
続
け

る
事
が
大
切
で
す
。運
動
が
続
け
ら
れ

て
、皆
さ
ん
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
い
こ
い
処
　筋
ト
レ

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

　
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ

デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。直
接

会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、水
分
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
台
風
な
ど
、外
出
が
危
険
な
場
合

は
お
休
み
で
す
。個
々
の
ご
連
絡
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、不
明
の
場
合
は
、

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包
括

支
援
係
　
内
線
３
２
８

貯筋のつどい　日程

９月

6日（水）・
20日（水）

10月

4日（水）・
18日（水）

11月

1日（水）・
15日（水）

12月

6日（水）・
20日（水）

1月

17日（水）

2月

7日（水）・
21日（水）

3月

7日（水）・
22日（木）

　介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に
出
向

き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講
座
や
、
筋
力

ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防
の
運
動
な
ど
を
地
域

の
顔
見
知
り
の
方
々
と
一
緒
に
行
い
、
お

茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
…

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間
　午
前
10
時
か
ら
午
後
12
時

●
対
象
者
　65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
ぶ
ら
の
里

　☎
82
―
０
２
２
２ 

か
ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

川井地区集会所

　９月　６日（水）

　９月２０日（水）

１０月　４日（水）

１０月１８日（水）

１１月　１日（水）

１１月１５日（水）

三ツ瀬集会所

栄養改善講座

認知症講座

認知症予防講座

感染予防講座

手工芸講座

ウォーキング講座

９月１３日（水）

９月２７日（水）

１０月１１日（水）

１０月２５日（水）

１１月　８日（水）

１１月２２日（水）

※原則第１・第３水曜日に実施（祝祭日の際は変更あり）

下仁田町公認キャラクター「にゃくっち」デザイン者、
原嶋友美（旧姓荻野）さんに感謝状の贈呈が行われ
ました。

講座名
会場及び日程

●
会
場
　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

１
階
集
団
検
診
室

●
対
象
　
乳
幼
児
の
両
親
、
祖
父
母
、
子

育
て
に
関
わ
る
地
域
の
皆
さ
ん

●
定
員
　
先
着
20
名
（
託
児
は
乳
幼
児
で

６
〜
７
人
ま
で
お
受
け
で
き
ま
す
）

●
費
用
　
無
料

●
申
込
締
切
　
９
月
29
日
（
金
）
ま
で

●
日
程
・
時
間
・
内
容
・
講
師

※
参
加
希
望
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
環
境
課
　
保
健
予
防
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

子
ど
も
の

救
急
・
救
命
教
室

内容日程

10月　5日
（水）

13時～
15時

子どものかかりやすい
病気と病院の上手な
かかり方について

病気やけがの看病・
応急手当

もみの木こども
クリニック
菊池 修先生

日本赤十字
群馬支部
救急法指導員乳幼児を持つ親の

災害への備えと
対応方法

10時～
12時

10月３１日
（火）

1１月1４日
（火）

時間 講師

　
「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」
と
は
、
コ
グ
ニ
シ

ョ
ン
（
認
知
）
と
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
運

動
）
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
脳
と
体
を
同

時
に
使
う
、
認
知
症
予
防
運
動
で
す
。

　
一
人
暮
ら
し
や
、
外
出
・
交
流
が
少
な

い
人
は
、
友
人
と
週
1
回
会
っ
て
い
る
人

に
比
べ
て
、
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
が
8

倍
に
な
る
と
い
う
調
査
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
、
週
に
1
回
、
コ
グ

ニ
サ
イ
ズ
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
時
　
平
成
30
年 

3
月
ま
で

毎
週
火
曜
ま
た
は
金
曜
（
ど
ち
ら
か
お
選

び
い
た
だ
け
ま
す
）
10
時
〜
12
時 

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館 

●
対
象
　
65
歳
以
上
の
方

●
お
申
し
込
み
期
間
　
9
月
7
日
（
木
） 

〜 

9
月
20
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
険
課
包
括
支
援
係
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）

☎
0
2
7
4
―
64
―
８
８
０
４

※
見
学
だ
け
も
可
能
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
参
加
者
の
感
想

・
足
腰
を
は
じ
め
、
体
が
軽
く
な
り
ま
し

た
。

・
以
前
は
簡
単
な
言
葉
も
パ
ッ
と
出
て
こ

な
か
っ
た
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
出
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

・
毎
週
楽
し
く
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
6
月
か
ら
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
と

し
て
入
職
し
ま
し
た
、
綿
貫
梓
で
す
。

　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
主
な
活
動

は
、
認
知
症
に
関
す
る
相
談
や
認
知
症
予

防
事
業
、
認
知
症
の
普
及
啓
発
な
ど
を
行

い
、
認
知
症
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
す

る
こ
と
で
す
。

　
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
、
認
知
症
に
関
す
る
ご
相
談
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
）
参
加
者
募
集

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か

　平成13年「こんにゃく夏祭りマスコットキャラクター」として誕
生、現在、下仁田町公認キャラクターで活躍中のゆるキャラ「にゃ
くっち」をデザインした、原嶋友美さん（当時下仁田西中学校在
学）に、８月１４日に開催された下仁田こんにゃく夏祭り会場にお
いて、あらためて感謝状と記念品が贈呈されました。

広
報しもにた

健康健康
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約３分間の健康講話が聞けます
月／Ｃ型肝炎の新治療薬　　　　　火／高血圧と薬
水／肺炎と結核　　　　　　　　　木／ぐっすり眠るための工夫
金／皮膚科の軟膏処置について　　土日／顔のゆがみ
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆９月１３日(水)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 9月 ☎０２７－２３４－４９７０

9～10月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　9月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月

児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　　　午後５時

10月27日（金）

9月5日（火）
10月10日（火）

9月15日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　午後１時４５分

午後１時３０分～
　　　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ

※３歳児は事前に
配布する
アンケートと尿・
歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、むし歯
予防指導、家族計画・授乳指導
育児相談、保健指導、離乳食相
談と試食

問診、計測、医師の診察、歯科健
診、むし歯予防指導・希望者に
フッ素塗布、食生活指導と手作り
おやつの試食、保健指導、心理
発達相談

健康相談・栄養相談、介護相談、
血圧測定、育児相談、授乳相談、
むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健康
診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成２9年6月～7月生まれ

平成29年3月～4月生まれ

平成２8年12月～平成29年1月生まれ

H２8年7月～8月生まれ

H２8年1月～2月生まれ

H２7年7月～8月生まれ

H２7年1月～2月生まれ

H２6年７月～8月生まれ

H２6年1月～2月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

10月6日（金） 午後３時から
心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アル
コール依存、ひきこもり、
暴力、その他、さまざまな
こころの悩みや病気をも
つ本人叉はその家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急時にご
利用してください。
◆９月３日（日)　宮崎　誠先生（宮崎医院）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
9月4・11・
25日（月）

9月25日（月）

９月12日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

平成２9年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時

下仁田町公民館３階
大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

　28日(木)
27日(金)
4日(月)
2日(月)

健康運動指導士

1日(金)
2日(月)

　11日(水)
　8日(金)
13日(金)
15日(金)
23日(月)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

22日(金)
6日(金)
　7日(木)
5日(木)
5日(火)
31日(火)

8日(金)
20日(金)
29日(金)
26日(木)
　14日(木)
12日(木)

27日(水)
30日(月)
20日(水)
30日(月)
27日(水)
31日(火)

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時
午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分
午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

9月
10月
9月
10月

9月
10月
10月
9月
10月
9月
10月

9月
10月
9月
10月
9月
10月

9月
10月
9月
10月
9月
10月

9月
10月
9月
10月
9月
10月

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、
その他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はそ
の家族などこころの病気、こころの不調（不眠、不安等）の
ある人やその家族からの相談に精神科医師が応じます。

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》 【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

午後１時３０分～３時３０分

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、ブッシュ回線の電話、ま
たは携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護師が
相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

健康健康



27 26下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／Ｃ型肝炎の新治療薬　　　　　火／高血圧と薬
水／肺炎と結核　　　　　　　　　木／ぐっすり眠るための工夫
金／皮膚科の軟膏処置について　　土日／顔のゆがみ
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆９月１３日(水)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 9月 ☎０２７－２３４－４９７０

9～10月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　9月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月

児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　　　午後５時

10月27日（金）

9月5日（火）
10月10日（火）

9月15日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　午後１時４５分

午後１時３０分～
　　　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ

※３歳児は事前に
配布する
アンケートと尿・
歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、むし歯
予防指導、家族計画・授乳指導
育児相談、保健指導、離乳食相
談と試食

問診、計測、医師の診察、歯科健
診、むし歯予防指導・希望者に
フッ素塗布、食生活指導と手作り
おやつの試食、保健指導、心理
発達相談

健康相談・栄養相談、介護相談、
血圧測定、育児相談、授乳相談、
むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健康
診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成２9年6月～7月生まれ

平成29年3月～4月生まれ

平成２8年12月～平成29年1月生まれ

H２8年7月～8月生まれ

H２8年1月～2月生まれ

H２7年7月～8月生まれ

H２7年1月～2月生まれ

H２6年７月～8月生まれ

H２6年1月～2月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

10月6日（金） 午後３時から
心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アル
コール依存、ひきこもり、
暴力、その他、さまざまな
こころの悩みや病気をも
つ本人叉はその家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急時にご
利用してください。
◆９月３日（日)　宮崎　誠先生（宮崎医院）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療
診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
9月4・11・
25日（月）

9月25日（月）

９月12日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

平成２9年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～

会　場 開催日 時　間

午前１０時～１２時

下仁田町公民館３階
大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

　28日(木)
27日(金)
4日(月)
2日(月)

健康運動指導士

1日(金)
2日(月)

　11日(水)
　8日(金)
13日(金)
15日(金)
23日(月)

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

22日(金)
6日(金)
　7日(木)
5日(木)
5日(火)
31日(火)

8日(金)
20日(金)
29日(金)
26日(木)
　14日(木)
12日(木)

27日(水)
30日(月)
20日(水)
30日(月)
27日(水)
31日(火)

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時
午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分
午前１０時～１２時

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

9月
10月
9月
10月

9月
10月
10月
9月
10月
9月
10月

9月
10月
9月
10月
9月
10月

9月
10月
9月
10月
9月
10月

9月
10月
9月
10月
9月
10月

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、
その他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はそ
の家族などこころの病気、こころの不調（不眠、不安等）の
ある人やその家族からの相談に精神科医師が応じます。

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》 【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

午後１時３０分～３時３０分

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、ブッシュ回線の電話、ま
たは携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護師が
相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

健康健康
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月
9

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座

の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

9
月
30
日（
土
）・10
月
1
日（
日
）

8
日（
金
）・20
日（
水
）・28
日（
木
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
火
）・２０
日（
金
）・30
日（
月
）

の
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税（
第
３
期
）、

国
民
健
康
保
険
税（
第
３
期
）、

介
護
保
険
料（
第
３
期
）、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
３
期
）

納
期
限
は
い
ず
れ
も
１０
月
２
日

（
月
）で
す

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

9
月
の
支
払
日

10
月
の
支
払
日

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

人口
　男
　女
世帯

（　19）
（　11）
（　 8）
（　 1）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,702人
3,811人
3,891人
3,335世帯

転入  5人/  出生 0人
転出  17人/  死亡 7人

（8月1日現在）

（7月中）

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

大 澤　君　男

工 藤　みさお

下 山　は　 る

園 部　照　夫

柳 澤　芳　則

小板橋　恒　雄

（勝　子）

（　満　）

（喜　雄）

（誠　貴）

（ま　 す）

（はる子）

大東

下青倉

小川

矢川

矢川

下町

7月届出分〈敬称略・順不同〉

下仁田こんにゃく夏祭り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P２～P３
青少年健全育成大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P４～P５
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P８
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P１６

下仁田こんにゃく夏祭り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P２～P３
青少年健全育成大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P４～P５
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P８
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８月１４日、恒例の夏祭りが開催されました。
今年は「にゃくっち」原作者の原嶋友美さんに
感謝状が贈られました。

８月１４日、恒例の夏祭りが開催されました。
今年は「にゃくっち」原作者の原嶋友美さんに
感謝状が贈られました。 下仁田町下仁田町
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瀬 間　喜 之　　（大　東）
齊 藤　実 里　　（藤岡市）
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２０１７年　９月　No７３7

有料広告募集中有料広告募集中

Shimonita
Pride in

下仁田こんにゃく夏祭り

Shimonita
Pride in

下仁田こんにゃく夏祭り

イベント
情報
イベント
情報

フィットネスジムフィットネスジム

スポーツクラブ・スエットスポーツクラブ・スエット
定休日　毎週月曜日　下仁田町下小坂560　代表　佐藤和弘定休日　毎週月曜日　下仁田町下小坂560　代表　佐藤和弘

0274-82-50050274-82-5005

会員募集会員募集

バイブレーションテーブル２０１７
　音楽を中心としたステージイベントや美味しいフェ
ス飯が勢ぞろいの楽しいイベントです。来場には、こん
にゃく体験道場からのシャトルバスをご利用ください。
●日時　９月９日（土）１０時～１６時３０分
●会場　ほたる山公園・下仁田駅周辺

※健康づくり体力づくりのジム※健康づくり体力づくりのジム※健康づくり体力づくりのジム※健康づくり体力づくりのジム1か月3,000円コースより1か月3,000円コースより


